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亚 統計 資料 編 

1 岩手 県 の 森林 資源 

2 全国 か ら み た 岩手 県 の 林業 
(1) 森林 資源 

(2) 森林 整備 

(3) 林産 物 ・ 特 用 林産 物 

(4) 林道 整備 

(5) 林業 経営 体 

(6) 林業 労働 力 

(7) 林業 産出 額 

(8) 全国 に お ける 岩手 県 の 位置 
(9) 東北 に お ける 岩手 県 の 位置 
(10) 本 県 デー タ の 推移 ( 震 災 前 






































【 当 資料 に つい て 】 

この 資料 は 、 平 成 31 年 (2019 年 ) 3 月 に 策定 し た 、「 い わ て 県 民 計 画 (2019> 
2028)」 の 林業 分 野 の 取組 に つい て 、 一 覧 性 を 高め 、 県 の 取組 等 に 対す る より 一 層 の 理解 
を 図る こと を 目的 と し て 、 政 策 推進 プラ ン の 内 容 に 主要 事業 を 加え 再 構成 し た も の で す 。 


令 和 4 年 度 版 いわ て の 森林 ・ 林 業 概 要 


施 票 編 





1 意欲 と 能力 の ある 経営 体 の 育 


(1) 現状 と 課題 [いわ て 県 民 計画 ] 











平成 27 年 (2015 年 ) の 林業 従事 者 数 は 1, 924 人 と 減少 傾向 が 続く 中 、「 い わ て 林業 アカ デミ ー」 
に よる 林業 経営 体 の 中 核 と な る 現場 技術 者 の 養成 な ど に 取り 組ん で いる と ころ で す が 、 市 町 村 や 意 
欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 が 持続 的 に 森林 の 経営 管理 を 行う 新た な 森林 経営 管理 制度 の 創設 な どの 
動き を 踏ま え 、 今 後 も 、 林業 技能 者 の 養成 や 、 林業 経営 体 の 経営 力 向 上 に 取り 組む 必要 が あり ます 。 


(2) 取組 の 基本 方 向 [いわ ゎ て 県 民 計画 ] 










































































意欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 に よる 森林 資源 の 適切 な 管理 を 促進 する た め 、 施 業 の 集約 化 等 に よ 
る 林業 生産 活動 の 効率 化 や 経営 力 向上 に 向け た 取組 を 文 援 し ます 。 



































・ 情報 通信 技術 (I CT) や 高 性 能 林業 機械 等 の 積極 的 な 導入 に よる 、 作 業 の 省力 化 ・ 効 率 化 と 経営 
の 高度 化 を 促進 し ます 。 












































将来 的 に 林業 経営 体 の 中 核 と な る 現場 技術 者 を 養成 する た め 、「 い わ て 林業 アカ デミ ー」 に より 、 
林業 へ 就業 を 希望 する 若者 に 対し 、 森 林 ・ 林 業 の 知識 や 技術 の 体系 的 な 習得 を 支援 し ます 。 















































( 公 財 ) 岩手 県 林業 労働 対策 基金 と 連携 し 、 林 業 経営 体 に お ける 就労 条件 の 改善 や 就業 前 研修 等 
に より 、 円 滑 な 就業 を 促進 し ます 。 


(3) いわ て 県 民 計画 (2019<2028) 政策 推進 プラ ン に お ける 目標 と 実績 
森林 経営 管理 制度 に 基づく 、 意 欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 数 (経営 体 ) 
















































































現状 値 (2017) 2019 2020 2021 2022 
目 標 ー 50 57 89 91 
実 績 82 87 一 一 

・「 い わ て 林業 アカ デミ ー」 の 修了 生 数 (人 ) 〔 累 計 ]〕 

現状 値 (2017) 2019 2020 2021 2022 
財 短 48 63 78 93 
時 お まみ 15 
実 績 49 65 81 一 
































tH 


現状 値 は 2017 年 の 値 
・ 新 規 林業 就業 者 数 (人 ) 


























現状 値 (2017) 2019 2020 2021 2022 
目 標 110 110 110 110 
a 109 
実績 117 101 加 一 
現状 値 は 2017 の 値 














(4) 令 和 4 年 度 の 主要 事業 


「 意 欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 」 に よる 森林 資源 の 適切 な 管理 を 促進 する た め 、 セ ミナ ー の 開催 
な ど 経 営 能力 向上 に 向け た 取組 を 支援 し ます 
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習 来 的 に 林業 経営 の 中 核 と な り 得る 現場 技術 者 を 養成 する 「 い わ て 林業 アカ デミ ー」 の 研修 生 に 
対し 、 緑 の 青年 就業 準備 給付 金 を 給付 し ます 
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林業 労働 災害 の 未然 防止 を 図る た め 、 林 業 従事 者 の 伐 木 技術 の 向上 を 担う 「 伐 木 技術 指導 員 」 に 
よる 安全 な 伐 木 技術 の 普及 を 目的 と し た 研修 を 実施 し ます 。 






























































令 和 5 年 春 李 に 開催 する 全国 林業 後継 者 大 会 の 開催 ( 令 和 5 年 ) に 向け た 取組 を 推進 し ます 。 
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R4 | R3 
当初 | 当初 | 差引 | 新規 本 
事業 名 | の 事業 内 容 備考 
( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) 
森林 整備 の 主体 と な る 「 意 欲 と 能力 
岩手 県 緑 の 担い 手 確 保育 の ある 林業 経営 体 」 の 経営 能力 向上 
成 事業 費 20| 16| 04 を 図る た め 、 経営 セミ ナー の 開催 や | 譲与 科 
(森林 整備 課 ) 専門 家 派遣 に よる 個別 指導 等 を 実 
施 
新た な 林業 就業 者 を 確保 する た め 、 
本 RT 「 い わ て 林業 アカ デミ ー」 の 研修 生 
の が de 242| 213| 29 に 対し 、 就 業 準備 給付 金 を 交付 ( 対 
NSCA 象 者 : いわ て 林業 アカ デミ ー 研 修 
生 
いわ て 林業 アカ デミ ー 運 営 新た な 林業 就業 者 を 確保 する た め 、 
事業 費 496| 454| 42 林業 に 関す る 知識 ・ 技 術 を 習得 で き | 譲与 和 
(林業 技術 セン ター) る 「 い わ て 林業 アカ デミ ー」 を 運営 
林業 労働 災害 の 未然 防止 を 図る た 
5 め 、 伐 木 技術 指導 員 に よる 安全 な 伐 
ee 木 技術 を 普及 する 研修 を 実施 する 
tl と と も に 、 安全 衛生 指導 員 に よる 巡 
回 指導 等 の 実施 を 支援 
全国 林業 後継 者 大 会 推進 事 全国 植樹 祭 の 関連 行事 で ある 全国 
業 費 42| 0.0| 皆 増 | 新規 | 林業 後継 者 大 会 の 開催 ( 令 和 5 年) | 譲与 税 
(森林 整備 課 ) に 向け た 準備 を 推進 









































I 施策 編 


2 森林 整備 の 推進 


(1) 現状 と 課題 [いわ て 県 民 計 画 〕 


豊富 な 森林 資源 を 背景 に 、 多 様 な 木材 加工 施設 の 立地 や 、 木 質 バ イオ マス の エネ ルギー 利用 が 進 
ん で いる と ころ で あり 、 木 材 需 要 の 拡大 に 対応 し た 県 産 木材 の 安定 供給 体制 の 強化 を 図っ て いく 必 
要 が あり ます 。 


農山 漁村 に お いて 、 今後 、 就 業 人 口 の 減少 や 高齢 化 が 一 層 進 行 す る と 見 込ま れる 中 、 地 域 住 民 等 
と の 協 働 に よる 森林 等 の 保全 活動 の 取組 や 、 地 域 活動 や 防災 活動 な ど コ ミュ ニテ ィ を 支え る 取組 を 
更に 進め て いく 必要 が あり ます 。 


台風 等 に よる 被害 が 頻発 する 中 、 自 然 災害 等 に 強い 農山 漁村 づく り を 推進 し て いく た め 、 治 山 施 
設 の 着実 な 整備 な どの 防災 ・ 減 災 対 策 に 市 町 村 や 地域 住民 と 連携 し て 取り 組ん で いく 必要 が あり ま 
す 。 

平成 18 年 度 (2006 年 度 ) か ら 、 管 理 不 十分 な 森林 の 強度 間伐 に 取り 組ん で きま し た が 、 依 然 と 


し て 整備 の 必要 な 人 工 林 が 存在 する こと か ら 、 県 民 の 支援 や 参画 に より 森林 の 再生 を 進め る 必要 が 
あり ます 。 


(2) 取組 の 基本 方 向 [いわ ゎ て 県 民 計画 ] 


森林 経営 計画 等 の 策定 を 進め 、 造 林 や 間伐 等 の 森林 整備 を 通じ て 、 持 続 的 な 森林 経営 を 促進 し ま 
す 。 

森林 整備 等 の 効率 性 を 高め る た め 、 林 道 な ど 路 網 の 計画 的 な 整備 を 促進 し ます 。 

松 く い 忠 被害 や ナラ 枯れ 被害 の 拡大 を 防ぐ た め 、 市 町 村 と の 連携 に より 、 効 果 的 な 防除 対策 を 実 
施す る と と も に 、 樹 種 転換 や 更新 伐 な ど に よる 伐採 木 の 利 用 を 通じ て 、 病 害虫 被害 を 受け に くい 健 
全 な 森林 づく り を 促進 し ます 。 
治山 施設 の 設置 や 適切 な 森林 整備 を 行い 、 荒 廃 森 林 の 復旧 及び 山地 災害 の 未然 防止 に 取り 組み ま 


生物 多様 性 の 保全 や 水源 の 滴 養 と いっ た 公益 的 機能 を 持つ 健全 な 森林 が 守ら れ 、 次 世代 に 引き 維 
が れる よう 、 県 民 の 支援 や 参画 に よる 森林 整備 な どの 取組 を 進め ます 。 


二酸化 炭素 の 吸収 ・ 固 定 な ど 森 林 の 多面 的 な 機能 を 持続 的 に 発揮 させ る た め 、 間 伐 、 再 造林 等 の 
森林 整備 を 促進 する と と も に 、 公 共 施 設 等 の 整備 に お ける 県 産 木 材 の 利用 拡大 に 向け て 取り 組み ま 
Se 


(3) いわ て 県 民 計 画 (2019-2028) 政策 推進 プラ ン に お ける 目標 
積 
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再 造林 面积 (ha) 
現状 値 (2017) 2019 2020 2021 2022 
禁 850 900 950 1, 000 
コー 749 
実績 830 876 到 = 
現状 値 は 2017 年 の 値 
林道 整備 延長 (km) 〔 累 計 ] 
現状 値 (2017) 2019 2020 2021 2022 
晨 4, 535 4, 545 4, 555 4, 565 
是 4, 515 
実 貫 4, 545 4, 556 = 二 
現状 値 は 2017 年 の 値 







































































































































































松 く い 虫 に よる 被害 量 ( 千 m) 
現状 値 (2017) 2019 2020 2021 2022 
中 還 計 5 9 30 29 28 19 
実 績 28 23 に = 
現状 値 は 2017 年 の 値 
山地 災害 防止 機能 が 確保 され た 集落 数 (集落 ) [累計 ] 
現状 値 (2017) 2019 2020 2021 2022 
目 標 i 985 990 995 1, 000 
実 績 985 990 995 至 
現状 値 は 2017 年 の 値 
県 民 参画 に よる 公益 的 な 機能 を 重視 する 森林 整備 面積 (ha) [累計 ] 
現状 値 (2017) 2019 2020 2021 2022 
目 村 全 17, 800 19, 300 20, 040 20, 780 
実 績 16, 666 17, 208 一 一 
現状 値 は 2017 の 値 
間伐 材 利用 率 (%) 
現状 値 (2017) 2019 2020 2021 2022 
県 41.3 41.8 42.3 42.8 
上 区 40.8 
実 績 42.0 42.0 5 









































TH 


(4) 


現状 値 は 2017 の 値 


令 和 4 年 度 の 主要 事業 
林業 の 収益 性 の 向上 を 


























図り 、 森 林 資 源 の 循環 利用 を 進 






















































































め る た め 、 再 造林 や 間伐 等 の 森林 整備 、 

















道 等 の 路 網 整備 、 病 害虫 被害 の 防止 対策 等 
造林 の 一 貫 作 業 等 を 支援 し 、 木 材 生 産 の 低 コ スト 化 を 促進 し ます 。 
県 








た め 、 多 様 な 主体 に よる 森林 環境 保全 に 向け た 活動 を 支援 し ます 。 











山地 災害 か ら 県 


・ 豊富 な 森林 資源 を 良好 な 状態 で 次 の 1 
ど に 取り 組む と と も に 、 












































民 の 生命 ・ 財 産 











を 守る た め 、 治 山 施設 を 整備 し ます 。 


















































進め る と と も に 、 高 性 能 林業 機械 の 導入 や 主 伐 か ら 再 











林 


























民 の 森林 づく り へ の 参加 促進 と 森林 保全 へ の 理解 醸成 、 森 林 の 有する 多面 的 機能 を 発揮 させ る 





世代 に 引き 継ぐ た め 、 管 理 の 行き 届か な い 森 林 の 強度 間伐 な 
























































第 73 回 全国 植樹 祭 ( 令 和 5 年 ) の 開催 を 契機 と し た 県 民 の 森林 ・ 林 業 に 対 
する 理解 醸成 の 促進 や 、 森 林 公 園 の 適切 な 維持 管理 を 実施 し ます 。 
R 4 R 3 
新規 
当初 | 当初 | 差引 | 新規 a 
事業 名 | 0 事業 内 容 備考 
( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) 
森林 ・ 林 業 ・ 木 材 産業 グリ 林業 の 成長 産業 化 を 図る た め 、 木 材 
ー ン 成長 総合 対策 事業 費 | 25| | aa 加工 施設 や 高 性 能 林業 機械 等 の 整 
(施設 等 整備 事業 費 補 助 ) 備 を 支援 (補助 率 : 定額 等 、 補 助 対 
(林業 振興 課 ) 象 : 市 町 村 ) 
和 人 林業 の 成長 産業 化 を 促進 する た め 、 
ー ン 成長 総合 対策 事業 費 人 
(林業 機械 リー ス 支 援 事業 32 0 39 4 A7 4 リー ス に よる 高 性 能 林 業 機械 等 の 
a ツ 導入 を 支援 (補助 率 : 定額 等 、 補 助 
費 補 助 対象 : 市 町 村 ) 
(林業 振興 課 ) 


























R 4 












































































































































































































































0 新規 
当初 当初 差引 ML 二 DR 
事业 名 2 和 事業 内 容 備考 
( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) 
了 、 譲与 税 
NN 森林 経営 管理 制度 (新た な 森林 管理 
CT CS シス テム ) の 運用 を 図る た め 、 広 域 
(森林 整備 課 ) i 振興 局 着 実に 専門 職員 を 配置 し 、 市 
AN 町 村 が 行う 業務 を 支援 
木材 搬出 コス ト の 低減 や 森林 資源 
森林 ・ 林 業 ・ 木 材 産業 グリ の 持続 的 な 利用 を 促進 する た め 、 森 
ー ン 成長 総合 対策 事業 費 | uu| ps| ルッ 林 組 合 等 が 実施 する 主 伐 か ら 再 千 
(間伐 ・ 路 網 ・ 再 造林 関係) | 林 の 一 貫 作 業 等 に 要する 経費 を 補 
(森林 整備 課 ) 助 (補助 率 : 定額 、 補 助 対象 : 森林 
組合 等 ) 
森林 の 有する 多面 的 機能 を 持続 的 
に 発揮 させ る た め 、 市 町 村 等 が 実施 
森林 整備 事業 費 補 区 汪 する 森林 経営 計画 の 認定 森林 等 に 
(森林 整備 課 ) : お ける 再 造 林 や 間伐 等 に 要する 経 
費 を 補助 (補助 率 : 4/10 等 、 補助 対 
象 ・ 市 町 村 等 ) 
2 森林 整備 や 木材 生産 の 低 コス ト 化 
人 を 図る た め 、 林 道 の 整 備 や 改良 等 を 
(森林 保全 課 ) 让 
実施 
松林 及び 広葉 樹林 を 松 く い 虫 及 び 
ナラ 枯れ 被害 か ら 守 る た め 、 松 くい 
松 く い 虫 等 防除 事業 費 | 虫 被害 防除 監視 員 等 の 設置 や 被害 
(森林 整備 課 ) 木 の 駆 除 、 被害 発生 の 予防 等 を 実施 
(補助 率 : 3/4 等 、 補 助 対象 ; 市 町 
村 等 ) 
いわ て の 森林 づく り 推 進 RNN 上 る 。 AO 
事業 費 (県 民 参加 の 森林 づ ト 林 保全 へ の 理解 醸成 を 図る た め 、 
307| 430| Al23 県 民 に よる 森林 環境 保全 活動 を 支 | 県 民 税 
くり 促進 事業 費 ) 援 (補助 率 : 10/10 等 、 補 助 対象 : 
(林業 振興 課 ) hi 
NP O 法 人 等) 
いわ て の 森林 づく り 推 進 地域 に お ける 森林 整備 活動 を 推進 
事業 費 ( い わ て 森林 づく り | | | | する た め 、 専 門 知識 と 技術 を 有 し 、| 。 
推進 人 材 育 成 事業 費 ) [ [ ' 地域 に 根ざし て 関係 者 の 合意 形成 | 
(森林 整備 課 ) 等 を 図る 人 材 を 育成 
か 森林 の 有する 多面 的 機能 を 発揮 さ 
人 せる た め 、 麻 林 所 有 者 や 地域 住民 等 | 。_。。 
Sc [ [ [ が 共同 で 行う 森林 の 保全 活動 や 山 |『 
PA 村 地 域 の 活性 化 な どの 取組 を 支援 
治山 事 山地 災害 か ら 県 民 の 生命 ・ 財 産 を 守 
(条 る た め 、 治 山 施設 を 整備 
林野 火災 か ら 県 民 共通 の 財産 で あ 
る 森林 を 守る た め 、 初期 消火 活動 に 
林野 火災 予防 対策 事業 費 NN 必要 な 資 機材 の 整備 や 、 林野 火災 を | 天 





(森林 整備 課 ) 

















未然 に 防ぐ た め の 広 報 宣伝 活動 を 
行う と と も に 、 地域 で 取り 組む 防火 
活動 を 支援 























































































































R 4 R 3 新規 
当初 当初 差引 由 女士 ンマ 
事業 名 4 を 事業 内 容 備考 
( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) 
広く 県 民 の 森林 ・ 林 業 に 対す る 理解 
森林 公園 機能 強化 事業 費 醸成 を 図る た め 、 森林 環境 教育 の 拠 | 。.. 
(森林 保全 課 ) | の "| 1 トー 点 施設 で ある 森林 公園 の 機能 強化 | 旦 民 税 
を 実施 
いわ て の 森林 づく り 推 進 森林 ・ 林 業 に 対す る 理解 の 醸成 を 図 
事業 費 (いわ て 森 の ゼミ ナ 5 0 が 6 る た め 、 児 童 生徒 を は じ め 、 広 く 県 県 民 税 
ー ル 推進 事業 ) [ [ [ 民 の 方 々 を 対象 と し て 、 森 林 ・ 林 業 | で 
(森林 整備 課 ) に 関し て 学習 する 機会 を 提供 
森林 の 持つ 公益 的 機能 を 持続 的 に 
いわ て の 森林 づく り 推 進 の nH 
も mz 東 ー ヽ 于 葉 樹 と 広葉 樹 の 混交 林 
22008 化 を 進め る 強度 間伐 や 伐採 跡地 へ 
備 事業 費 ) 781.5| 760.7 | 20.8 人 上 か 県 民 税 
人 の 植 栽 の ほか 、 森林 整備 に 必要 な 作 
0 森林 整備 課 ) 業 道 の 開設 や 気象 被害 を 受け た 森 
ra 林 の 整備 等 を 支援 (補助 率 : 10/10 
等 、 補 助 対象 : 林业 事业 体 等 ) 
県 民 の 森林 づく り に 係る 関心 を 高 
いわ て の 礎 林 づく り 推 進 め る と と も に 、 県 民 税 の 認知 度 向上 
事業 費 (いわ て の 森林 づく 1 4 165| Ai6 1 を 図る た め 、 森 林 ・ 林 業 の 役割 や 重 県 民 税 
り 普及 啓発 事業 費 ) 要 性 の ほか 、 い わ て の 森林 づく り 県 | て 
(林業 振興 課 ) 民 税 の 趣旨 や 取組 等 に つい て 、 県 民 
に 対し て 情報 を 発信 
全国 植樹 祭 の 開催 ( 令 和 5 年 ) に 向 
全国 植樹 祭 開催 準備 費 け 、 そ の 準備 に 取り 組む 第 73 回 全 | 。_. 
(森林 整備 課 ) | “| 91 国 植樹 祭 岩手 県 実行 委員 会 の 運営 | 暴民 税 
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県 産 木 材 の 供給 体制 の 構築 と 販路 の 拡大 
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豊富 な 森林 資源 を 背 
ん で いる と ころ で あ 
要 が あり ます 。 


木質 バイ オマ ス に つい て は 、2 
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域 の 未 利 用 間伐 材 等 を 安定 的 に 供 4 


公共 施設 を は じ め 、 商 業 施 NE 
県 産 製 材 品 の 安定 供給 体制 の 整備 、 
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取組 の 基本 方 向 [いわ て 県 民 計画 ] 
県 産 木 材 の 安定 的 な 供給 体制 の 構築 
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認証 等 の 普及 を 進め 、 取 2 
木材 需給 情報 の 共有 やや 安定 
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取引 協定 の 締結 促 
県 産 木材 の 安定 供給 体 第 


こ 、 多 様 な 木材 加工 施設 の 立 } 
、 木 材 需要 の 拡大 に 対応 し た 県 産 木材 の 安定 供 














マ た な 














公共 施設 や 産業 分 





きる 体制 を 





県 産 木材 を 活用 





に 向け 、 市 


す 。 








口 た な 
HP = 于 


住人 を 


野 等 
構築 し て いく 必要 が あ 









































市 町 村 と 連携 





の 供給 に 向け 、」A 




















寺村 


に より 、 素 材 生 


で の 利用 を 促進 する と と も 


し 、 森 林 施 業 の 
林業 機械 の 組合 せ に よる 木材 生産 の 低 コ スト 化 を 促進 
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也 や 、 木 質 バ イオ マス の エネ ルギー 利 
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木材 加工 事業 者 と 大 手 
お ける 県 産 木材 の 利用 を 促進 する た め 


県 産 木材 の 新た な 需要 を 創出 し 、 販 路 拡大 を 
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現 格 ) や 森林 


等 の 燃焼 機器 の 導入 を 促 
給 体制 の 構築 に 向 ! 


7 こ 





tk 給 の 取組 を 促進 し 


値 の 高い 製材 


、 県 が 率先 し て 木材 利用 を 推進 する と と も に 





















































関係 団体 と の 連携 に よる 県 産 木 材 を 活用 し た 優良 な 施工 事例 の PR や 、 建 築 士 ・ 建 築 施工 技術 者 等 
の 木造 設計 技術 の 向上 支援 に 取り 組み ます 。 
日 本 産 木材 を 輸入 し て いる 諸 外 国 の 木材 ニー ズ に つい て 、 関 係 団体 と 情報 共有 を 図り な が ら 、 品 
質 ・ 性 能 の 確か な 県 産 木材 製品 の 輸出 を 促進 し ます 。 
いわ て 県 民 計画 (2019~2028) 政策 推進 プラ ン に お ける 目標 
素材 生産 量 ( 千 m) 
現状 値 (2017) 2019 2020 2021 2022 
員 り ば 陳 1, 495 1, 500 1, 505 1, 510 
ーー 1, 489 
実績 1, 519 1, 355 一 过 
現状 値 は 2017 年 の 値 











素材 需要 量 ( 千 m) 








































































































現状 値 (2017) 2019 2020 2021 2022 
阿 1, 305 1, 320 1, 335 1, 346 
回 1, 278 
実 貫 1, 332 1, 117 加 ーー 
現状 値 は 2017 年 の 値 
チッ プ の 利用 量 (BDt) 
現状 値 (2017) 2019 2020 2021 2022 
目 標 231, 700 232, 500 233, 000 233, 800 
eg 230, 809 
実 貫 229, 064 230, 421 一 a 
現状 値 は 2017 年 の 値 
(4) 令 和 4 年度 の 主要 事業 
県 産 木材 の 新た な 需要 創出 や 利用 促進 、 普 及 を 図る た め 、 木 造 建築 アド バイ ザー に よる 技術 指導 




















や や 木材 ・ 製 材 品 の PR を 実施 する と と も に 、 















































県 





造 化 等 の 支援 、 広葉樹 の 人 工 乾 燥 技術 の 開発 等 に 


東京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 の 選手 














産 木 材 を 使 








取り 組み 





























ます 3 























施設 等 で 再 利 用 する こと に より 、 高 品質 な 木材 ・ 製 材 品 を P R し ます 。 























地球 温暖 化 の 防止 に 向け た 低 炭 素 社会 の 





















































ク 成 に 





向け て 、 












































し た 住宅 の 新築 や 、 民 間 商 業 施設 の 木 





村 施 設 で 使用 され た 県 産 木 材 を 公共 的 な 


再 造林 や 間伐 等 の 森林 整備 の 支援 や 、 木 
































































































































質 バ イオ マス 利用 の 促進 に 向け た フォ ー ラ ム の 開催 等 を 実施 する ほか 、 産 業 分 野 等 へ の 木質 バイ オ 
マス ボイラ ー の 導入 促進 に 向け た 技術 指導 等 を 実施 し ます 。 
R4 | R3 
新規 
当初 | 当初 | 差引 
事業 名 継続 事業 内 容 備考 
予算 額 | 予算 額 
( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) 
森林 ・ 林 業 ・ 木 材 産業 グリ 林業 の 成長 産業 化 を 図る た め 、 木材 
ー ン 成長 総合 対策 事業 費 | a | sn 2| see 加工 施設 や 高 性 能 林業 機械 等 の 整 
(施設 等 整備 事業 費 補助 ) . 備 を 支援 (補助 率 : 定額 等 、 補 助 対 
【 再 掲 】 (林業 振興 課 ) 象 : 市 町 村 ) 
a 林業 の 成長 産業 化 を 促進 する た め 、 
(林業 機械 リー ス 支 援 事業 | 320| 394| A74 人 
这 和 二 坟 援 (补助 率 定额 等 、 衫 有 
【再 揭 】 (林業 振興 課 ) 本 
県 産 木 材 の 利用 を 促進 する た め 、 県 
産 木 材 を 使用 し た 住宅 新築 や リフ 
\ 空间 
da オーム に 要する 経費 を 補助 (JAS 材 | 和 
= (林業 振 興 課 ) の 活用 等 を 対象 に 上 乗せ 補助 ) ( 補 
人 助 額 : 使 用 材積 応じ て 150 千 円 、 
補助 対象 : 施主 ) 
県 産 木材 利用 の 普及 を 図る た め 、 多 
区 く の 県 民 が 利用 する 民間 商業 施設 
いわ て の 木 が あふ れる 空 4 a 
和 151| 00| 皆 場 | 新規 | の 果 産 本 材 に よる 木造 化 、 木 供 」 計 
人 化 、 木製 品 導入 に 要する 経費 を 補助 
人 (补助 率 : 定額 、 補 助 対象 : 県 内 に 
本 店 が ある 民間 事業 者 ) 
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R 3 















































































































































新規 
当初 当初 差引 炳 wy 士 DR 
事业 名 1 に の 入 全 事业 内 容 備考 
( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) 
いわ て の 県 産 木材 利用 促 SN 
进 事业 费 〈 需 要 创 出 最 路 エ 規 模 の 木材 製品 情 示 商談 会 a 
玉 大 事業 費 ) 66| 76| Al0 出展 支援 な ど を 実施 する ほか 、 県 産 | 让 与 税 
5 (林業 振興 課 ) 木材 の 利用 促進 を 働き か ける PR 
人 イベ ント を 開催 
内 Is 付加 価値 の 高い 広葉 樹 製材 品 を 開 
人 | 発する た め 、 実用 的 な 人 工 乾 燥 技術 
ME ' の 開発 や 木材 加工 事業 者 な ど へ の 
技術 指導 を 実施 
いわ て の 県 産 木材 利用 促 県 産 木 材 の 新た な 電 要 創出 を 図る 
進 事業 費 (木造 建築 設計 技 た め 、 県 産 木材 活用 住宅 等 の P R、 
術 者 等 育成 ・ 需 要 拡 大 事業 | 33| 28| 05 木造 建築 設計 技術 者 等 の 養成 、 木造 | 譲与 税 
費 建築 アド バイ ザー に よる 技術 指導 
(林業 振興 課 ) 等 を 実施 
県 産 木材 の 需要 拡大 に つなげ る た 
東京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ め 、 東 京 2020 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラ 
パラ リン ピッ ク 県 産 材 利 | | 4。| 。。 リン ピッ ク 競 技 大 会 の 選手 村 施設 
用 促進 事業 費 [ “ で 使用 され た 県 産 木材 を 公共 的 な 
林業 振興 課 ) 施設 等 で 再 利用 する こと に より 、 高 
品質 な 木材 ・ 製 材 品 を PR 
で A 木質 バイ オマ ス の 利用 を 促進 する 
人 1.9 1.1 0.8 た め 、 フ ォ ー ラ ム の 開催 や コー ディ 




















率 化 を 図る た め の 調 査 等 を 実施 




















【 木 育 の 推進 等 に つなが る 県 産 木材 の 活用 の 取組 】 


県 で は 令 和 3 年 度 か ら 、「 い わ て の 森林 づく ぐり 県 民 税 」 を 活用 し 、 幼 ! 














の 児童 ・ 生 徒 を は じ め と 





\ 


する 多く の 県 民 が 、 木 材 の 温もり や 心地 よさ の 体感 等 を 通じ て 木材 利用 の 意義 や 森林 づく り へ の | 
理解 を 深め られ る よう 、 教 育 施設 等 に お ける 県 産 木材 の 活用 の 促進 に 、 部 局 横断 で 取り 組み ま 


す 


県 店 各部 局 に よる 教育 施設 や 公共 的 施設 へ の 県 産 の 木材 ・ 不 材 製品 等 の 導入 支援 








[ 木 育 の 推進 等 に つなが る 県 産 木材 活用 の 取組 〕 (R4 予算 額 : 8964O 千 円 ) 





施設 名 

















【 総 務 事 務 セ ンタ ー】 
うち まる 保育 園 ( 庁 内 保育 施設 ) 


【 ス ポー ツ 振 興 課 】 
岩手 県 営 運動 公園 


県 庁 保育 所 内 の 玩具 等 木製 玩具 整備 
[導入 ]〕 フ ェ ン ス 6 基 、 ベン チ 2 基 、 木製 玩具 5 基 





日 本 庭園 木造 橋 1 基 








環境 


【 自 然 保護 課 】 
室 根 高原 県 立 自 然 公 園 県 営 望 
洋平 キャ ンプ 場 





看板 1 基 、 野 外 卓 ベン チ 3 基 





保 福 


保 福 


【 子 ども 子育て 支援 室 】 
いわ て 子ども の 森 


【 子 ども 子育て 支援 室 】 
保育 所 等 環境 整備 費 補助 


木村 整備 1.032m 


県 内 保育 所 、 放課後 児童 クラ ブ 、 

品 導入 補助 事業 

(基準 額 )1.000 千 円 X( 補 助 率 )1/2X25 施 
設 ( 想 定 ) 





【 産 業 経済 交流 課 】 
岩手 産業 文化 セン ター 


案内 看板 (3 基 ) 
木製 ベン チ 設置 10 基 





【 農 業 普及 技術 課 】 
農業 大 学校 


木製 ミニ ハウ ス 1 基 





【 県 土 整 備 企画 室 】 
花巻 空港 


木製 パー テー ショ ン 6 基 





【 生 涯 学習 文化 課 】 
岩手 県 立 美術 館 


県 立 美術 館 ス タ ジ オ ワー クシ ョ ッ プ 用 木製 イス 
45 基 





【 生 涯 学習 文化 課 】 
青少年 の 家 


幼児 活動 プロ グラ ム 等 の ウォ ー ク ラリ ー 用 木製 カ 
ー ド 50 枚 、 幼児 用 木製 玩具 4 基 























【 学 校 教育 課 】 
金石 祥 雲 支援 学校 








学校 木製 品 (図書 室 木 製 


11 施設 8.964 万 円 の 事業 費 


計 89.640 





I 施策 編 


4 特 用 林産 物 の 生産 振興 


(1) 現状 と 課題 [いわ て 県 民 計画 ] 
山村 地域 の 貴重 な 収入 源 で ある 、 し いた け べ や 木 炭 、 生 漆 等 の 特 用 林産 物 の 生産 振興 を 図る 必要 が 
あり ます 。 
(2) 取組 の 基本 方 向 [いわ て 県 民 計画 ] 


原木 し いた け に つい て は 、 放 射 性 物質 の 影響 に より 、 出 和 荷 制限 が 指示 され て いる 市 町 村 が ある こ 
と か ら 、 簡 易 ハ ウス の 整備 な ど を 支援 し ます 。 


安全 な し いた け 原 木 の 確保 を 進め る と と も に 、 生産 技術 の 向上 や 生産 規模 の 拡大 に 取り 組み ます 。 
製 炭 技術 の 継承 に よる 品質 の 確保 ・ 向 上 な ど 、 岩 手 木炭 の ブラ ンド 強化 の 取組 を 支援 し ます 。 


需要 が 増大 し て いる 生 深 の 生産 量 拡大 に 向け 、 漆 苗木 の 増産 や 漆 林 の 整備 、 漆 卑 き 職人 の 育成 等 
連用 






























































































































































(3) いわ て 県 民 計 画 (2019<2028) 政策 推進 プラ ン に お ける 目標 
乾 し いた け 植 菌 本 数 (千本 ) 














現状 値 (2017) 2019 2020 2021 2022 
回 還 設 5 6882 920 940 960 980 
実績 746 全 = 


























現状 値 は 2017 年 の 値 





(4) 令 和 4 年 度 の 主要 事業 


原木 し いた け の 栽培 管理 や 安全 検査 の 徹底 よる 出荷 制限 解除 、 放 射 性 物質 調査 、 経 営 基盤 の 強化 
に 向け た 生産 資材 の 導入 支援 等 の 取組 を 進め ます 。 


県 産 特 用 林産 物 の 安全 性 の 確保 と 風評 被害 の 払拭 の た め 、 特 用 林産 物 の 放射 性 物質 調査 を 継続 す 
る ほか 、 出 荷 自 趙 等 で 資金 線 り が 悪化 し て いる 生産 者 の 経営 を 支援 し ます 。 


特 用 林産 物 の 生産 振興 に 向け た 研修 や 普及 盛 発 に 取り 組む ほか 、 原 木 し いた け の 産地 再生 に 向け 
て 、 担 い 手 の 確 保 ・ 定 着 を 図り ます 。 

原木 し いた け の 舌 要 拡大 に 向け 、 産学 官 連 携 に よる 原木 し いた け の PR イベ ント を 開催 する ほか 、 
WEB 入 札 な ど 集 出荷 団体 に よる 販路 開拓 の 取組 を 支援 し ます 。 


6 次 産業 化 や ブラ ンド 化 等 に よる 県 産 農 林 水 産物 の 高 付加 価値 化 を 進め る と と も に 、 品 質 や お い 
し さ 等 に こだわ っ た 県 産 農 林 水 産物 を 積極 的 に P R し 、 販 路 拡大 を 推進 し ます 。 































































































































































































































































































































































































R 4 R 3 新規 
当初 当初 差引 4 二 突 
事業 名 予算 額 | 予算 客 事業 内 容 備考 
( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) 
し いた け 生 産 者 の 経営 基盤 の 強化 を 
特 用 林産 施設 等 体制 整備 図る た め 、 し いた け 人 原木 等 の 生産 資 
事業 費 補助 86. 8 83. 5 3.3 材 の 導入 や 簡易 ハウ ス の 整備 等 に 要 
(林業 振興 課 ) する 経費 を 補助 (補助 率 : 定額 、 補 
助 対 象 : 市 町 村 ) 



















































































































































































































































































R 4 R 3 本 
当初 | 当初 | 差引 | 移 要 
事业 名 | 事业 内 容 備考 
( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) 
原木 し いた け 産 地 の 再 生 を 図る た 
特 用 林産 物 放射 性 物質 調 め 、 使 用 自粛 と な っ た し いた け 原 森 
査 事業 費 (きのこ 原木 等 | 及び ほ だ 木 の 処理 や 、 落 葉 層 除去 等 
処理 事業 費 補助 ) ほ だ 場 の 生産 環境 整備 に 要する 経 
林業 振興 課 ) 費 を 補助 (補助 率 : 定額 、 補助 対象 : 
市 町 村 ) 
EE 県 産 特 用 林産 物 の 安全 性 の 確保 と 
a 63.1| 62.6 0.5 風評 被害 の 払拭 の た め 、 特 用 林産 物 
射 性 物质 调查 事业 终 ) の 放射 性 物質 調査 を 実施 
(林業 振興 課 ) 2 
原木 Lw 大 二 经 党 紧急 支 We 
援 事業 費 (原木 し いた け 人 
径 党 紧急 支援 资金 货 付 137 2 145 8 人 人 8 化し て いる 原木 し いた け 生 産 者 の 
= 本 行う 経営 支援 資金 の 貸付 に 必要 な 
(林業 振興 課 ) 原資 を 貸付 
し いた け 等 特 用 林産 物 の 生産 振興 
を 図る た め 、 生 産 技 術 の 向上 に 向け 
し いた け 等 特 用 林産 振興 た 研修 会 や 、 生産 者 と 一 体 と な っ た 
対策 事業 費 28.7| 27.1 1.6 普及 啓発 活動 の ほか 、 新規 参入 者 の 
(林業 振興 課 ) 確保 ・ 定 着 を 図る た め の ほ だ 木 整備 
に 要する 経費 を 補助 (補助 率 : 1/3、 
補助 対象 : 生産 組合 等 ) 
県 産 原木 し いた け の 需 要 拡 大 や 価 
原木 し いた け 販売 カ ア ッ 格 向上 を 図る た め 、 岩手 県 立 大 学 や 
プ 促 進 事業 費 2.9 3.4| AO.5 集 出荷 団体 等 と 連携 し て PR イベ 
林業 振興 課 ) ント を 開催 する ほか 、 集 出荷 団体 に 
よる We b 入 札 の 試行 等 を 支援 
いわ て 農林 水産 業 6 次 産 地域 ぐる み の 6 次 産業 化 を 促進 す | 農業 費 
業 化 推進 事業 費 ( い わ て 地 A る た め 、 農林 漁業 者 と 商工 業者 等 が 
域 ぐ る み 6 次 産業 化 支援 連携 し て 行う 特産 品 開発 や 販路 拡 
事業 費 ) (流通 課 ) 大 等 の 取組 を 支援 
6 次 産業 化 の 取組 を 拡大 する た め 、 | 農業 費 
いわ て 6 次 産業 化 ネ ッ ト RN 
ワー ク 活 動 推進 事業 費 708| 423| 28.5 A 
CR 等 を 通じ て 農林 漁業 者 等 を 支援 ( 补 
6 助 率 : 3/10 等 、 補助 対象 : 農林 漁業 
者 等 ) 
県 産 食 材 の 認知 度 や 評価 を 高め る | 农业 费 
いわ て 食 の 聖地 プロ モー た め 、 バ イヤ ー を 対象 と し た マッ チ 
ショ ン 展 開 事業 費 6.9 6.3 0.6 ング や 、「 黄 金 の 國 、 い わ て 。」 応 援 
(流通 課 ) の 店 等 と 連携 し た フェ ア な ど を 開 
催 
「 食 」 を 核 と し た 地域 振興 を 図る た | 農業 費 
いわ て 三陸 ガス トロ ノミ め 、 三 陸 の 「 食 」 の 魅力 の 発信 に 取 
一 推进 事业 费 82| 26.2| A18.0 り 組 む ほ か 、 民 間 団 体 が 主催 する 





(流通 課 ) 


























「 食 」 を テー マ と し た シン ポジ ウム 
や 交流 会 の 開催 等 を 支援 











一 一 一 一 .一 :一 :一 :一 . 


| 県 北 地域 が 主 な 産地 で ある 「 木 炭 」 の 生産 振興 を 図る た め 、 県 北 広域 振興 局 林 務 部 で は 、 地 域 
" 経営 推進 費 を 活用 し て 、 地 理 的 表示 (G | ) 保護 制度 ま に 登 録 さ れ て いる 「 岩 手 木炭 」 の 販路 拡大 
| 等 に 取り 組ん で いま す 。 


日 本 一 の 北 いわ て 木炭 産業 振興 推進 事業 ]〕 | 
| 北 い わ て 木 雇 産 業 振興 協議 会 に よる 木 談 振 興 活動 等 の 取組 を 支援 . 
・ (1) イベ ント の 開催 に よる 木炭 PR 活動 支援 | 
|  ・ 生産 者 と 消費 者 と の 交流 促進 に より 岩手 木炭 の ファ ン を 増やす た め 、 地 域 の 食材 な ど を 炭火 
・ 調理 で 楽し め る バーベキュー イベ ント を 開催 


| (2 木 誠 の 新た な 活用 方 法 に 係る セミ ナー の 閲 人 支援 湯木 誠意 手 切 


i 木炭 の 新た な 活用 に 向け た 理解 醸成 を 図る た め 、 農 林 水 産業 や IWATE CHARCOAL | 
| 商工 業 関係 者 等 を 対象 に 、 専 門 家 に よる 講演 や 事例 報告 な ど を 
行う セミ ナー を 開催 


娠 手 木炭 PR ポス ター 


(( 一 社 ) 岩手 県 木炭 協会 ) 
ーー を 


北 い わ て 木炭 産業 若手 ブラ ン 






























































| ディ ング 会 議 の 様子 (R3) he 衣 
BE | 
※ 地 理 的 表示 (GI) 保護 制度 : 「 特 定 農林 水産 物 等 の 名 称 の 保護 に 関す る 法律 」 に | 
| 上 づき 、 産 品 の 名 称 (地理 的 表示 ) を 知 的 財産 と し て 登録 し 、 保 護 す る 制度 / 
/ 人 生産 押 に 向け た 了 編 】 一 一 一 一 人 一 

" 二戸 地域 が 主 な 産地 で ある 「 生 漆 」 の 生産 振興 を 図る た め 、 県 北 広域 振興 局 二戸 農林 振興 セン | 


| ター で は 、 地 域 経営 推進 費 を 活用 し て 、「 生 漆 」 の 安定 供給 体制 の 整備 等 に 取り 組ん で いま す 。 


〔 浄 法寺 漆 産 業 振興 活動 支援 事業 | 
| a 漆 苗 木 生 産 省 カ 化 検証 | 
8 林業 技術 セン ター の 研究 成果 を 用 いた 新た な 生産 手法 の 普及 に 向け 、 検 証 を 実施 1 
| (2) 漆 の 担い 手 育成 支援 | 
" 漆 に 関わ る 新た な 担い 手 を 対象 と し た 地域 振興 な ど 多様 な 漆 の 利 活 用 に 係る 研修 会 を 
[開催 
・ (3) 浄法寺 漆 の 普及 促進 | 
| ・ 二戸 市 内 の 小学 生 に 対し て 総合 学習 で の 漆器 の 絵付 け 体験 を 実施 ， 

飲食 店 等 へ の 漆器 貸出 し を 通じ て 、 広 ぐ 浄 法寺 漆 め 浄法寺 漆器 を P R | 

















5 革新 的 な 技術 開発 と 導入 促進 


(1) 現状 と 課題 [いわ て 県 民 計 画 〕 




















モノ の イン ター ネッ ト (I oT) や 人 工 知能 (A 1 )、 ロ ボッ ト 等 の 活用 な ど 、 第 4 次 産業 革命 の 
流れ を 林業 の 振興 に つなげ 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 力 で 様々 な 課題 を 解決 する こと が 重要 と な っ て いま 
す 。 












































今後 、 林 業 従事 者 の 減少 や 高齢 化 が 一 層 進 行 する 中 で 、 
に は 、 次 代 を 担う 新規 就業 者 を 確保 ・ 育 成す る と と も に 
先端 技 術 の 積極 的 な 導入 に より 、 生 産 性 の 向上 や 経営 の 高 


(2) 取組 の 基本 方 向 [いわ て 県 民 計画 ] 


航空 レー ザ 計 測 技 術 や 高 性 能 林 業 機械 の 導入 、 林 業 従事 者 へ の 知識 ・ 技 術 習 得 の 支援 な ど に より 
スマ ー ト 林業 の 実現 に 取り 組み ます 。 








手 県 の 林業 の 持続 的 な 発展 を 図る た め 
報 通信 技術 (I CT) や ロボ ッ ト 等 の 
度 化 を 促 進 す る こと が 必要 で す 。 
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カラ マツ 種子 の 着 果 促進 技術 の 検証 や スギ 花粉 症 対策 品種 の 種子 増産 等 に より 、 優 良 な 種 
定 確保 に 取り 組み ます 。 


アカ マツ CL 丁 等 の 実用 化 や 、 広 葉 樹 資源 を 活用 し た 木材 製品 の 商品 化 に 向け た 技術 開発 等 に 取 
り 組 み ま す 。 


(3) いわ て 県 民 計画 (2019>2028) 政策 推進 プラ ン に お ける 目標 
着 果 促 進 技 術 の 活用 に よる カラ マツ 種子 の 供給 量 (kg) 
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現状 値 (2017) 2019 2020 2021 2022 

中 磁 26 40 44 48 50 

実績 45 45 48 一 
現状 値 は 2017 年 の 値 











(4) 令 和 4 年 度 の 主要 事業 


ICT (情報 通信 技術 ) 等 の 先端 技術 を 活用 し た 「 ス マー ト 林 業 」 を 推進 する た め 、 令 和 5 年 度 
か ら の 本 格 運用 を 目指 し 森林 クラ ウド シス テム の 導入 を 進め る と と も に 、G I 8 等 の 技術 を 適切 に 
活用 で きる 人 材 の 育成 に 取り 組み ます 。 


花粉 症 対策 品種 等 の 苗木 の 安定 供給 に 向け た 採種 園 等 の 整備 を 進め ます 。 
























































































































































R 4 R 3 新規 
当初 | 当初 | 差引 | 新 规 要 
事业 名 | 0 事業 内 容 備考 
( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) 
森林 資源 を 活用 し 、 林業 の 成長 産業 
スマ ー ト 林業 推進 事業 費 化 を 実現 する た め 、G18 や ドロ ー| 。. 
(森林 整備 課 ) Rd ン 等 の スマ ー ト 林業 技術 を 適切 に | 王 写 税 
活用 で きる 人 材 の 育成 を 推進 
間伐 な どの 適切 な 森林 整備 を 進め 
森林 クラ ウド シス テム 整 て いく た め 、 最新 の 森林 情報 を 関係 
備 事業 費 1127| 491| 63.6 者 間 で 共有 で きる 森林 クラ ウド シ | 譲与 税 
(森林 整備 課 ) ステ ム の 導入 や 関連 デー タ の 整備 
を 実施 





















































R 4 R 3 新規 
当初 当初 差引 册 女 士 ジミ 
事業 名 で リラ トー 事業 内 容 備考 
( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) | ( 百 万 円 ) 
いわ て の 森林 づく り 推 進 花粉 の 少な い 礎 林 へ の 転換 を 促進 
事業 費 (花粉 症 対策 等 採種 | 」。。| ja。| 1。 する た め 、 花粉 の 少な い ス ギ 等 の 苗 | 居民 税 
園 整 備 事 業 費 ) 木 の 安定 供給 に 必要 な 採種 園 の 整 | て 
森林 整備 課 ) 備 を 実施 
a 付加 価値 の 高い 広葉 樹 製材 品 を 開 
i 発する た め 、 実用 的 な 人 工 乾 爆 技術 
本 香合 [ ' の 開発 や 木材 加工 事業 者 な ど へ の 
技術 指導 を 実施 







































































原木 し いた け PR キ ャ ラク ター 
「 ゲ ン ボ くん 」 


ot へ 
、 令 和 4 年 度 岩手 県 林業 関係 予算 額 合計 
(単位 : 百 万 円 、%) 
区 分 4 年 度 当初 予算 額 | 3 年 度 当初 予算 額 増減 額 増減 率 
当初 予算 額 17, 886. 9 17, 991. 9 人 A へ 105. 0 人 A 人 0. 6 
うち 圭 災 対応 分 325. 6 344.0 人 18. 4 人 へ 5. 3 


令 和 4 年 度 版 いわ て の 森林 ・ 林 業 概 要 
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制限 の 指示 や 風 
この よう な 状況 
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1 原木 し いた け 放 射 性 物質 影響 対策 








本 県 の 原木 し いた け を 取り 巻く 環境 は 、 原子 力 発 電 所 の 事故 に よる 放射 性 物質 の 影響 に より 、 出 











評 第 害 に よる 価格 低迷 等 、 生 産 活動 の 継続 に 当たり 厳しい 状 況 が 続い て いま す 。 
を 解消 し 、 国 内 有数 の 産地 で ある 本 県 原木 しい たけの 生産 を 再生 させ る た め 、 県 







































































は 、 市 町 村 ・ 関 係 団体 と 連携 し な が ら 、 消 費 者 や 取引 先 の 信頼 回 復 及 び 生 産 環境 の 整備 に 係る 一 連 
の 対策 を 実施 し て いま す 。 


(1) 


(2) 


(3) 


(4) 


出荷 制限 解除 





し た が 、 安 全 性 


露地 栽培 で は 、 


に 向け た 取組 
県 内 14 市 町 で 出荷 制限 が 指示 され て いま 
の 確認 され た 盛岡 市 に つい て 、 平 成 25 年 4 




















月 8 日 に 出荷 制 


平成 26 年 度 以降 は 、 出 荷 制 限 解除 に 向け た 検査 を 実施 し 、 

















令 和 4 年 3 月 末 








限 が 解除 され まし た 。 
































現在 で 、 出 荷 制限 指示 が 継続 し て いる 13 市 


























町 の 216 名 の 生産 者 の 出荷 制限 が 一 部 解除 され て いま す 。 
今後 も 、 放 射 性 物質 の 影響 を 低減 する た め の 「 栽 培 管 理 」 ゼ TD 
の 取組 を 全 県 で 進め る と と も に 、 制 限 13 市 町 に つい て は 、 ( ro41/ 遠野 





し いた けが 発生 
生産 者 に つい て 
きま すず 。 


























' 【64】( 時 
し た 段階 で 検査 を 実施 し 、 安 全 が 確認 され た AX 【34 
、 個 別に 国 と 出荷 制限 解除 の 協議 を 行っ て い 





平泉 町 


[る 


【T】 二 関 市 


























ご + 旦 T 呈 東 女 6 

ほ だ 場 環境 の 整備 _ 区 27 放 x 【 】 は 一 部 解除 の 人 数 
ほ だ 場 の 再生 と 出荷 制限 の 早期 解除 に 向け 、 指 標 値 を 超え ) 全 部 解除 

こき の こ 原 N ほ だ 木 の 一 時 保管 や 落葉 層 除 浪 ね 返 目 出荷 制限 ・ 一 部 解除 
6 村 原 0 it 加 a 0 a 6 【 原 木 し いた け 出 荷 制限 指示 市 町 
防止 資材 の 敷設 の ほ だ 場 環境 整備 を 支援 し て いま す 。 令 和 4 年 3 月末 現在 ) 】 
(きのこ 原木 等 処理 事業 ) 

放射 性 物質 濃度 検査 の 実施 

消費 者 や 取引 先 か ら の 信頼 を 回 復 す る た め 、 原木 生 し いた け 、 乾 し いた け の 出荷 前 の 全戸 検査 








や 、 指標 値 以下 











の 原木 を 供給 する た め の 原 木 林 検 査 の ほか 、 出荷 制限 解除 に 必要 な 検査 を 実施 し 








て いま す 。 ( 特 用 林産 物 放 射 性 物質 調査 事業 ) 


生産 者 の 意欲 維持 (経営 支援 等 ) 





原木 し いた け 
風評 被害 に よる 











生産 者 の 経営 を 支援 する た め 、 生 産物 の 出荷 制限 や 原木 ・ ほ だ 木 の 使用 制限 及び 
員 失 に つい て 、 東 京 電 力 か ら 損 害 賠 償 金 が 支払 われ る まで の 間 、 集 出荷 団体 が 行 





























う 経 営 支援 資金 の 貸付 に 必要 な 原資 を 融資 し て いま す 。( し いた け 経 営 怠 急 支援 資金 貸付 金 ) 











また 、 出荷 制 











限 市 町 に お いて 、 露 地 栽 培 か ら 施 設 栽培 に 転換 を 希望 する 生産 者 の 簡易 ハウ ス 設 








置 を 支援 し て いる ほか 、 高 騰 し て いる きのこ 原木 の 導入 を 支援 し て いま す 。 ( 特 用 林産 施設 等 体 


制 整備 事業 ) 
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(5) 原木 確保 の 取組 
し いた け 原 木 を 安定 的 ・ 計 画 的 に 供給 する た め 、 平 成 24 年 8 月 に 、 し いた け 原 木 を 生産 する 
ee を で 構成 する 「 し いた け 原 木 供給 連絡 会 議 」 を 設置 し 、 需給 状況 を 細やか に 把握 する と と も 
、 生 産 者 が 必要 と する 原木 の 確保 に 向け 、 素 材 生産 業者 、 市 町 村 有 林 へ の 働き か け や 、 他 県 か 
0 PW こ 取 り 組 ん で いま す 。 
また 、 原木 を 安定 的 か つ 計画 的 に 供給 する た め 、 地域 林業 の 担い 手 で ある 森林 組合 が 原木 を 生 
産 供 給 す る た め に 要する 資金 の 貸付 を 行っ て いま す 。 (し いた け 等 原木 安定 供給 促進 資金 貸付 金 ) 
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(6) 風評 被害 対策 
県 の 乾 し いた け の 市 場 価格 は 、 震 災後 の 平成 24 年 度 に kg あたり 1, 200 円 台 ま で 下落 し 、 平成 
27 年 に は 全国 的 な 品薄 感 か ら 一 時 的 に 4 千 円 台 に 回 復 し た も の の 、 令 和 2 年 は 約 3 千 円 まで 落ち 
込む な ど 、 依 然 厳 し い 状況 が 続い て いま す 。 今後 も 量販 店 で 行う 対面 販売 や 取扱 商社 へ の 働き か 
け な ど 風評 被害 対策 に 全力 で 取り 組む と と も に 、 一 日 も 早い 出荷 制限 の 解除 に より 、 本 県 の し い 
た け 産 業 の 再生 を 図っ て いき ます 。 
① 第 50 回 乾 し いた け 品 評 会 の 開催 
県 で は 、 岩手 県 し いた け 産業 推進 協議 会 (県 内 の 生産 者 [第 50 回 岩手 県 団 し いた け 品 評 会 衣 仙 授 式 
団体 や 関係 機関 等 で 構成 。 会 員数 24 団体 。 会 長 : 尾 前 孝 | 
一 ) と 一 体 と な り 、 記 念 す べき 第 50 回 目 と な る 乾 し いた 
ナ 品 評 会 を 開催 し まし た NT 
品評 会 に は 、 生産 者 の 方 々 の 適時 的 確 な 作業 に より 、 品 卫生 
質 の 良い 出品 を いた だ き 、49 回 大 会 を 上 回 る 160 点 の 出 本 | 還 | | 
品 が あり まし た 。 また 、 東日本 大 震 災 津波 に 伴う 原発 事故 湯 蘭 導 4 
以来 、10 年 振り ( MS 品評 会 か 5 
この で きま し 人 た 
褒賞 授与 式 及 び 出 品物 の 展示 は 、 令 和 3 年 6 月 15 日 に アイ ー ナ (いわ て 県 民 情報 交流 セン 
ター) を 会 場 に 、 生 産 者 や 関係 団体 等 約 80 名 の 出席 の も と 、 盛 大 に 行わ れ 、 授 与 式 で は 、 各 
部 門 1 点 に 最 優秀 賞 及び 林野 庁 長官 貰 が 授与 され まし た 。 
② お いし い ! 岩手 の 原木 し いた け フ ェ ア の 開催 
「7 月 7 日 乾 し いた け の 日 」 の 関連 イベ ント と し て 、 本 
県 の 肉 厚 な 原木 し いた け を PR する た め 、 令 和 3 年 7 月 
30 日 か ら 31 日 の 2 日 間 、 関係 団体 や し いた け 生 産 者 と 連 証 
携 し て 「 お いし い ! 岩手 の 原木 し いた け フ ェ ア 」 を 盛岡 
市 内 の ショ ッ ピ ング セン ター で 開催 し まし た 。 
原木 しい たけ フェ ア で は 、 普 段 は 直接 見 る 機会 の 少な い 、 人 
全農 乾 椎 茸 品評 会 で 農林 水産 大 臣 賞 を 受賞 し た 乾 し いた 
け を 展示 し た ほか 、 生産 者 が 対面 販売 を 行い 、 それ ぞ れ 産 
地 の 生 産 者 が 原木 しいたけ の 良さ ( 肉 厚 さ 、 香り ) や 乾 し 【 原 木 し いた け フ ェ ア の 様子 】 
いた け の 戻し 方 な ど に つい て お 客 様 と 笑顔 で 会 話し 、 美 味 し さ を PR し て いま し た 。 
③ 販売 カ ア ッ プ の 取組 
本 県 の 原木 し いた け の 需要 拡大 を 図る た め 、 産 学 官 連 携 に よる 原木 しいたけ の PR や 、 
販路 開拓 を 図る た め 、 集 出荷 団体 に よる Web 入札 試行 等 の 直接 販売 の 支援 に 取り 組ん で い 
(原木 し いた け 販 売 力 アッ プ 促 進 事業 ) 
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2 いわ て の 森林 づく り 県 民 税 ~ 令 和 3 年 度 か ら 第 4 期 が スタ ー ト ~ 




















に 「 い わ て の 森林 づく り 県 民 税 」 制 度 を 創設 し 、 こ れ ま で 5 年 間 を 1 期 と し て 、 混 











県 で は 、 森 林 の 公益 的 機能 を 維持 ・ 増 進 し 良好 な 状態 で 次 の 世代 に 引き 継ぐ た め 、 平 成 18 年 度 


交 林 誘導 伐 な ど 


「 環 境 重視 の 森林 づく り 」 の 取組 や 、 地 域 住 民 の 森林 づく り 活 動 の 支援 な ど 「 森 林 と の 共生 」 の 取 





組 を 展開 し て きま し た 。 





令 和 3 年 度 か ら は 、 こ れ ま で の 事業 内 容 を 大 幅 に 拡充 し た 第 4 期 の 取組 が スタ ー ト し まし た 。 県 
で は 引き 続き 、 い わ て の 豊か な 森林 環境 の 保全 に 向け た 取り 組み を 進め て いき ます 。 





(1) 「 環 境 重視 の 森林 づく り 」 の 取組 の 拡充 点 等 








主 に ハー ド 事 業 で ある 「 環 境 重 視 の 森林 づく り 」 で は 、 こ れ ま で の 混交 林 誘 導 伐 (強度 間伐 ) 
や ナラ 林 健 全 化 (ナラ 枯れ 被害 木 の 伐採 ) 等 に 加え 、 「 森 林 環 境 再 生 造 林 」 と し て 、 植 電 で な けれ 


ば 適切 な 更新 が 期待 で き な い 伐採 跡地 へ の 植 栽 の 支援 対象 を 拡大 する と と も に 、 
た ほか 、 気象 被害 等 を 受け た 森林 の 整備 や 、 松 くい 中 被害 等 に よる 枯死 木 の 除去 














下 刈 を 対象 と し 


を メニ ュー に 追 





加 し まし た 。 ま た 、 こ うし た 整備 や 管理 に 必要 な 作業 道 の 開設 も 支援 対象 に 加え まし た 。 














さら に 、 花 粉 症 対策 苗木 等 の 供給 に 必要 な 採種 園 の 整備 や 、 山 林 火 災 予 防 の た 
し JE 





る 「 環 境 重 視 の 森林 整備 」 の 取組 内 容 第 3 期 と 第 4 期 の 比較 LO 継続 





め の 取 組 を 追加 


© 新規 、 拡 充 〕 

























・ 混 交 林 誘導 伐 (強度 間伐) ・ 混 交 林 誘導 伐 (強度 間伐) 
・ ナ ラ 林 健全 化 促進 ・ ナ ラ 林 健全 化 




















・ ア カマ ツ 林 広葉 樹林 化 ・ ア カマ ツ 林 広葉 樹林 化 

・ 伐 採 跡地 へ の 植 栽 ・ 森 林 環 境 再生 造林 ( 植 栽 、 下 刈 ) 
・ 被 害 森 林 再 生 
' 枯死 木 除 去 
・ 作 業 道 整備 






































第 3 期 (H28~R2) 第 4 期 (R3~R7) 備考 
いわ て 環境 の 森 整備 事業 」 ⑨ ぐ 「 い わ て 環境 の 森 整備 事業 」 「 森 林 環 境 再生 
(内 訳 ) (内 訳 ) A 























象 を 拡大 する な 
ど 制 度 を 拡充 








⑨⑥「 和 花粉 症 対策 等 採種 園 整 備 事業 」 

















@ 「 林 野火 災 予 防 対策 事業 」 


















し ん 


SINCE 2006 


【「 枯 死 木 除 去 」 伐 採 状況 】 
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(2) 「 森 林 と の 共生 」 の 取組 の 拡充 点 等 
主 に ツ ソフト 事 業 で ある 「 森 林 と の 共生 」 で は 、 こ れ ま で 取り 組ん で きた 地域 住民 の 参加 に よる 
森林 づく り 活 動 へ の 支援 や 、 環境 学習 、 普 及 啓 発 等 に 加え 、 第 4 期 か ら は 新た に 、「 木 育 」 の 視点 
を 取り 入れ た 県 産 木材 活用 へ の 支援 や 、 森 林 公 園 を より 身近 な も の に する バリ アフ リー 化 、 全 国 
植樹 祭 を 契機 と し た 県 民 税 の PR、 地域 に 根差し て 森林 整備 を 進め る 人 材 の 育成 に 取り 組み ます 。 












































る 「 森 林 と の 共生 」 の 取組 内 容 第 3 期 と 第 4 期 の 比較 CO 継続 ⑥ 新 規 、 拡 充 〕 
第 3 期 (H28 て R2) 第 4 期 (R3~R7) 備考 
県 民 参加 の 森林 づく り 促 進 事業 〇 県 民 参加 の 森林 づく り 促 進 事業 地域 住民 等 に よ 



































る 森林 づく り 活 
動 等 を 支援 
森林 ・ 山 村 多 面 的 機能 発揮 対策 事業 | 〇 森林 ・ 山 村 多 面 的 機能 発揮 対策 事業 DE 
も E 同 で 行う 森 
保全 活動 を 支援 
いわ て 森 の ゼミ ナー ル 推 進 事業 〇 いわ て 森 の ゼミ ナー ル 推 進 事業 森林 環境 学習 の 
機会 を 提供 
いわ て の 森林 づく 0 普及 雇 线 事业 』 〇 いわ て の 森林 づく り 普 及 啓 発 事業 様々 な 媒体 を 活 
用 し た 情報 発信 











































































































⑨ 木 育 の 推進 等 に つなが る 県 産 木材 活 』 店 内 部 局 横断 の 
用 の 取組 取組 
森林 公園 機能 強化 事業 機能 強化 、 バ リア 
| フリ ー 化 
全国 植樹 祭 開催 準備 
| 全国 植树 从 __ 
、 rh て 2023 いわ て 森林 づく り 推 進 人 材 育成 事業 





















ンー EE ーー : 
【 木 育 の 推進 に 繋が る 県 産 木 材 利 用 (県 内 高校)】 【 全 国 植樹 祭 開催 を 契機 と し た 県 民 税 の 
情報 発信 (県 内 ショ ッ ピ ング モー ル )】 








4 | 
3 
) RE 


【「 森 林 公 園 機能 強化 事業 」 木 製 遊具 整備 、 遊 歩道 (木橋 ) 整備 】 【 い わ て 森林 づく り 推 進 人 材 育成 事業 】 


一 国 
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3 県 産 木 材 等 利用 促進 の 取組 





県 で は 、 令 和 2 年 3 月 に 策定 し た 、 岩 手 県 県 産 木材 等 利用 促進 基本 計画 及び 同行 動 計画 に 基づき 、 
県 産 木材 の 利用 促進 や 、 県 産 木材 の 適切 な 供給 の 確保 。 人材 の 確保 ・ 育 成 、 普 及 啓 発 等 に 取り 組ん 
で いま す 。 

令 和 4 年 2 月 に は 、 県 産 木 材 の 利用 促進 に 向け た 取組 を 全 庁 的 に 進め る た め 、 知 事 を 本 部 長 と す 
る 「 い わ て 県 産 木材 等 利用 推進 本 部 」 を 設置 し まし た 。 

令 和 5 年 の 全国 植樹 祭 の 開催 や 開催 後 の 展 開 を 見 据え 、「 い わ て 県 産 木材 等 利用 推進 協議 会 」 
構成 団体 や 県 民 、 企 業 等 と 協 働 し 、 県 産 木 材 の 幅広 い 利用 に 向け て 各種 取組 を 展開 er 



























































(1) 県 産 木材 の 安定 供給 体制 の 構築 

米国 に お ける 住宅 着工 戸数 の 増加 や 、 世界 的 な コン テ ナ 不 足 に よる 運送 コス ト の 増大 な ど を 要 
因 と し た ウッ ド シ ョ ッ ク に より 、 人 要 が 高まっ て いま す 。 

県 で は 、 令 和 3 年 度 に 、 川 上 ・ 川 中 ・ 川 下 の 事業 者 等 が 需給 情報 や 知識 を 共有 し 、 和 需給 の ミス 
i ト を 図る た め 、 木材 の サプライ チェ ー ン 構築 に 関す 
る 研修 会 の 実施 や 、 川上 か ら 川 下 ま で の 事業 体 等 を 構成 員 と し た 「 県 産 木材 転換 戦略 検討 会 」 に 
よる 県 産 木材 の サプライ チェ ー ン 構築 に 向け た 課題 、 方 向 性 の 検討 等 に 取り 組み まし た 。 

引き 続き 、 県 産 木材 の 供給 体制 の 強化 に 向け 、 関 係 団体 等 と 連携 し て 取り 組ん で いき ます 。 








































































































[県 産 木材 サプライ チェ ー ン 研修 会 の 様子 】 【 県 産 木 材 転換 戦略 検討 会 の 様子 】 


(2) 県 産 木 材 の 更 な る 利用 拡大 
① 住 宅 分 野 に お ける 県 産 木材 の 利用 拡大 
令 和 3 年 度 は 、 県 産 木 材 を 使用 し た 住宅 新築 や リフ ォ ー ム を 支援 する 「 い わ て 木 づか い 住 宅 普 
及 促進 事業 」 を 実施 し 、 林 業 ・ 木 材 関係 団体 や 工務 店 等 と 連携 し て 取組 を 展開 し た こと で 、 住 宅 
に お ける RC 『 要 喚起 に つなが り ま し た 。 


























【 い わ て 木 づ か い 住 宅 普及 促進 事業 を 活用 し て 完成 し た 住宅 】 
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② 岩 手 県 「 木 づか い 宣 言 」 事 業者 登録 制度 等 の 創設 
令 和 3 年 7 月 に 、 県 産 木材 の 積極 的 な 利用 を 宣言 する 民間 事業 者 を 登録 する 岩手 県 「 木 づか い 
宣言 」 事 業者 登録 制度 を 創設 し 、 こ れ ま で に 6 事業 者 を 登録 し て いま す 。 
また 、 民 間 事 業者 の 県 産 木材 の 利用 に 向け た 取組 を サポ ー ト する た め 、 民 間 事 業者 に 対 し 、 県 
産 木材 の 利用 を 積極 的 に 提案 する 工務 店 や 木製 品 の 製造 業者 を 登録 する 「 い わ て 木 づ か い サ ポー 
ター 登録 制度 」 を 創設 し 、 こ れ ま で に 18 者 を 登録 し て いま す 。 



























































II II 





【 令 和 3③ 年 10 月 8 日 に 「 木 づか い 宣 言 」 事 業者 と 【 令 和 3 年 10 月 8 日 に 「 い わ て 木 づ か い サ ポー ター」 
し て 4 事業 者 を 登録 】 と し て 15 事業 者 を 登録 】 


③ 知 事 を 本 部 長 と する 「 い わ て 県 産 木材 等 利用 推進 本 部 」 の 設置 
令 和 4 年 2 月 に 、 県 産 木材 の 利用 促進 に 向け た 
取組 を 全 庁 的 に 進め る た め 、 知 事 を 本 部 長 と する 
「 い わ て 県 産 木材 等 利用 推進 本 部 」 を 設置 し 、 令 
和 4 年 度 の 重点 事項 を 決定 し た ほか 、 県 民 、 企 業 、 
行政 等 が 「 木 に ふれ る 」「 木 を 知る 」「 木 を 使う 」 
「 木 を 伝え る 」 の 4 つの 行動 に 、 で きる と ころ か ら 
取り 組む 県 民 運 動 の 展開 を 決定 し まし た 。 




























































































【 令 和 4 年 2 月 16 日 に 開催 し た 「 い わ て 県 産 
木材 等 利用 推進 本 部 」 の 様子 】 


④ 民 間 商 業 施 設 等 に お ける 木造 化 ・ 木 質 化 の 促進 

令 和 4 年 度 は 、 県 産 木 材 の 良さ に 触れ る 機会 を 創出 し 、 県 産 木 材 の 利用 に つい て 普及 を 図る た 
め 、 新 た に 、 民 間 商 業 施設 等 で の 木造 化 や 木質 化 、 木 製品 の 導入 を 支援 する 「 い わ て の 木 が あふ 
れる 空間 づく り 事 業 費 」 を 実施 する こと と し て いま す 。 




































































後 も 、 い わ て 県 産 木 材 等 利用 推進 協議 会 の 構成 団体 や 県 民 、 企 業 な ど 様々 な 主体 と 連携 し な 
、 県 産 木材 の 利用 拡大 に 向け て 取り 組ん で いき ます 。 








人 
今 
が ら 
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4 木質 バイ オマ スエ ネル ギー 利用 の 取組 


(1) 本 県 の 木質 バイ オマ ス 施 策 の 経緯 
本 県 で は 、 全 国 に 先駆 け 、 平 成 10 年 か ら 行 政 や 民間 等 に より 海外 の 先進 事例 調査 や 木質 バイ 
オマ ス 燃 焼 機器 の 実証 が 行わ れる な ど 、 木 質 バ イオ マス エネ ルギー 利用 に 向け た 取組 が 進め ら 
れ て きま し た 。 
平成 13 年 度 以降 に は 、 木 質 パ イオ マス を 利用 し た スト ー ブ や ボイラ ー な ど を 県 施設 へ 率先 し 
て 導入 し 、 木 質 パ イオ マス の 利用 を 自ら 進め る と と も に 、 一 般 家庭 や 産業 分 野 等 に お ける 木質 
バイ オマ ス 利 用 を 促進 する た め 、 産 学 宣之 携 に より 「 い わ て 型 」 の ペレ ッ ト ス トー ブ や チッ プ 
ボイラ ー を 開発 する な ど 、 木 質 バ イオ マス 燃焼 機器 の 導入 促進 に 取り 組ん で きま し た 。 
平成 16 年 1 月 に は 、 趣 旨 に 賛同 する 県 の 協力 を 得 な が ら 、「 木 人 質 バ イオ マス サミ ッ ト in いわ 
て 」 を 開催 し 、 木 質 バ イオ マス 利用 の 意義 を 広く アビ ー ル する と と も に 、 社 会 に 浸透 させ る 努 
カ を 惜しま な いこ と を 宣言 し まし た 。 こ の よう に 、 広 く 県 民 へ と 情報 発信 する 取組 は 、「 い わ て 
木質 バイ オマ スエ ネル ギー フォ ー ラ ム 」 に 形 を 変え な が ら 、 現 在 も 継続 され て いま す 。 
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旧 WW WW BE 1 i 





【 い わ て 型 チ ッ プ ボイラ ー】 【 木 質 バ イオ マス サミ ッ ト の 開催 (H16)】 


(2) 県 の 指針 の 策定 
県 で は 、 木 質 バ イオ マス 利用 の 取組 を 計画 的 に 進め る た め 、 平 成 16 年 3 月 に 「 い わ て 木質 バ 
イオ マス エネ ルギー 利用 拡大 プラ ン (平成 16 年 度 ~18 年 度 )」 を 策定 し まし た 。 
その 後 、 第 2 ステ ー ジ (平成 19 年 度 ~22 年 度 )、 第 3 ステ ー ジ (平成 23 年 度 ~26 年 度 ) へ 
と 移行 し な が ら 、 ペ レッ トス トー ブ や チッ プ ボ イラ ー な ど 、 木 質 バ イオ マス 燃焼 機器 の 導入 促 
進 な ど に 取り 組ん で きま し た 。 
平成 24 年 7 月 に 「 再 生 可 能 エ ネル ギー の 固定 価格 買取 制度 (FIT 制度 )」 が 開始 され 、 県 内 に 
お いて も 、 木 質 バ イオ マス 発電 施設 の 相次ぐ 整備 に より 、 木 質 バ イオ マス 利用 を 取り 巻く 環境 
が 大 きく 変化 し た こと を 踏ま え 、 平 成 27 年 3 月 、「 い わ て 木質 バイ オマ スエ ネル ギー 利用 展開 
指針 (平成 27 年 度 て 30 年 度 )」 を 策定 し まし た 。 
現在 は 、 平 成 31 年 3 月 に 策定 し た 「 い わ て 木質 バイ オマ スエ ネル ギー 利用 展開 指針 (第 2 
期 ) (2019 て 2022) 」 (以下 「 第 2 期 展 開 指 針 」 と いう 。) に 基づき 、 木 質 バ イオ マス 利用 促進 の 
取組 を 進め て いま す 。 
この 第 2 期 展開 指針 で は 、① 木 質 バ イオ マス 燃焼 機器 の 導入 促進 、② 地 域 熱 供給 の 取組 の 促 
進 、③ 大 日 需 要 に 対応 し た 木質 燃料 の 安定 供給 の 促進 の 、3 つの 柱 を 基本 と し て 取組 を 進め て 
いま す 。 
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H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 


【 県 内 の 木質 バイ オマ ス 発 電 施 設 【 県 内 の 木質 バイ オマ ス 利 用 量 の 推移 *】 





※ 木 質 バ イオ マス 発電 所 が 整備 され た H26 以降 、 チ ッ プ 利用 量 が 急増 


(3) 第 2 期 展開 指針 で の 取組 
① 木質 バイ オマ ス 燃 焼 機器 の 導入 促進 
木質 バイ オマ ス の 利用 を 促進 する に は 、 年 間 を 通じ て 安定 的 な 木質 バイ オマ ス 利 用 が 見 込 
め る 産業 分 野 へ の 導入 が 重要 と な り ま す 。 
この た め 、 国 庫 補助 事業 の 活用 に よる 木質 バイ オマ ス ボ イ ラー の 導入 支援 や 木質 バイ オマ 
スコ ー デ ィ ネ ー タ ー に よる 技術 指導 な ど を 行い 、 木 質 バ イオ マス ボイラ ー の 導入 促進 を 図っ 
て いま す 。 
② 地域 熱 供 給 等 の 取組 の 促進 
県 内 で は 、 紫 波 町 や 久慈 市 の 事例 の よう に 、 全 国 的 に も 注目 され る 地域 熱 供給 の 取組 が 進 
め ら れ て いま す 。 
県 で は 、 エ ネル ギー の 効率 的 な 利用 に つなが る 熱 利用 を 基本 と し な が ら 、 地 域 の 森林 資源 
の 有効 活用 を 通じ た 経済 循環 に 資す る 取組 と し て 、 林 野 庁 が 進め る 「 地 域内 エコ シス テム 」 
の 構築 に 向け て 取り 組む 市 町 村 に 対し 、 地 域 熱 供給 の 実現 に 向け て 、 熱 電 併 給 シ ステ ム を 学 
ぶ 研 修 会 へ の 参加 の 呼び か け な ど 、 側 面 的 に 支援 を 行っ て いま す 。 
③ 大 口 需要 に 対応 し た 木質 燃料 の 安定 供給 の 促進 
県 内 に は 、5 人 箇所 の 大 型 木質 バイ オマ ス 発電 施設 が 稼働 し て お り 、 木 質 燃料 の 安定 的 か つ 
継続 的 な 供給 が 必要 と な っ て いま す 。 
この た め 、 燃 料 供給 者 で ある 素材 生産 事業 者 等 関係 団体 と の 情報 交換 や 、 国 庫 補助 事業 に 
よる チッ プ 製 造 施設 等 の 導入 支援 な ど を 行っ て いる ほか 、 林 地 残 材 を 活用 し た 木質 燃料 の 木 
質 バ イオ マス 発電 施設 へ の 供給 事例 を フォ ー ラ ム で 紹介 する な ど 、 森 林 資 源 の 有効 活用 に よ 
る 木質 燃料 の 安定 供給 に 向け て 取り 組ん で いま す 。 
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【 森 質 バ イオ マス コー ディ ネー ター に よる 技術 指導 】 【 い わ て 木 買 バイ オマ スエ ネル ギー フォ ー ラ ム 】 
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5 森林 経営 管理 制度 の 取組 





森林 経営 管理 法 に 基づき 、 平 成 31 年 4 























に より 市 町 村 を 支援 し て いま す 。 
森林 を 把握 する た め の 、 航 空 レー ザ を 活用 し た 森林 の 現況 調査 や 、 
森林 所 有 者 へ の 経営 意向 調査 な ど 、 森 林 の 集積 ・ 集 約 化 に 向け て 取組 を 進め て いま す 。 


市 町 村 で は 、 管 理 が 不 十 分 な 








(1) 























森林 経営 管理 制度 対策 チー ム に よる 取組 
県 で は 、 市 町 村 が 制度 を 効率 的 に 運 有 
経営 管理 制度 対策 チー ム 」Q 



































月 か ら 「 森 林 経 営 管理 制度 (新た な 森林 管 
が スタ ー ト し 、 県 で は 、 森 林 の 新た な 整備 主体 と な る 「 岩 手 県 意欲 と 能力 の ある 林業 経営 体 」 を 
選定 ・ 登 録 ( 令 和 4 年 2 月 末 現 在 89 経営 体 ) する と と も に 、 制 度 の 円 滑 な 運 
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BE シス テム )」 














用 に 向け て 、 以 下 





日 で きる よう 、 関 係 各課 や 現地 機関 等 で 組織 する 「 森 林 
成 30 年 6 月 設立 ) が 、 制 度 の 運用 に 係る 情報 収集 な ど を 行う と 
と も に 、 現 地 機関 に お いて 、 林 業 普及 指導 員 や 市 町 村 、 林 業 経営 体 等 の 関係 者 に よる 地域 単位 


で の 対策 会 議 等 を 開催 し 、 地 域 の 実情 を 中 まえ た 助言 等 を 行っ て いま す 。 





(2) 
务 支援 





森林 管理 シス テム 構築 推進 員 に よる 市 町 村 へ の 業 


令 和 元 年 度 か ら 、 広 域 振 興 局 に 配置 し た 森林 ・ 林 
業 に 関す る 幅広 い 専門 知識 と 実務 経験 を 持つ 「 森 林 
管理 シス テム 構築 推進 員 」 が 、 森 林 所 有 者 へ の 経営 
意向 調査 や 、 市 町 村 が 経営 管理 を 行う た め の 計 画 作 
成 等 に 向け た 技術 的 な 助言 を 行う な ど 、 市 町 村 の 森 
林 ・ 林 業 行政 を 支援 し て いま す 。 

















(3) 











森林 経営 管理 制度 の 運用 に 係る 研修 会 等 の 開催 


市 町 村 に お ける 業務 の 執行 体制 を 確保 する た め 、 


地域 林政 アド バイ ザー 養成 7 




















に 関す る 研修 会 や 、 業 務 の 具体 的 な 進め 方 に 関す る 








fF 修 を 開催 する と と も に 、 
市 町 村 の 担当 職員 等 を 対象 と し た 全国 の 取組 事例 等 








cd 


【 森 林 管 理 シス テム 構築 推進 員 に よる 業務 支援 】 





| 


令 和 2 年度 末 





市 町 村 数 | 面積 (ha) 














研修 会 を 開催 する な ど 、 市 町 








で きる よう 支援 し て いま す 。 





村 が 制度 を 適切 に 運用 





意向 調査 





18 19, 129 





【 森 林 経 営 管理 制度 に 係る 取組 状況 】 








【 森 林 経 営 管理 制度 】 











経営 管理 が 行わ れ て いな v 





森林 所 有 者 





市 町 村 が 仲介 役 と な り 森 林 所 有 者 と 
林業 経営 体 を つなぐ 仕組 を 構築 


森林 に つい て 














意欲 と 能力 の あ 
林業 経営 体 











市 町 村 が 自ら 管理 











県 (広域 振興 局 ) | 専門 職員 に よる 技術 的 な 助言 等 を 行い 、 市 町 村 の 業務 を 支援 
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6 スマ ー ト 林業 の 取組 


(1) 岩手 県 に お ける 取組 状況 
県 で は 、 本 県 の 豊か な 森林 資源 を 有効 に 活用 し 、 林 業 の 成長 産業 化 を 実現 する た め 、 ス マー ト 
林業 の 推進 に 積極 的 に 取り 組ん で いま す 。 
令 和 3 年 度 は 、T C 芽 を 活用 し た 効率 的 で 高 精度 な 森林 管理 や 施業 の 導入 を 促進 する た め 、 G 
IS 等 の 知見 を 有 し 、 航空 レー ザ 計 測 等 に より 得 ら れ た デジ タル デー タ の 適切 な 活用 方 法 を 指導 
で きる 人 材 の 育成 を 行っ て いる ほか 、 最新 の 森林 情報 を 関係 者 間 で 共有 で きる 森林 クラ ウド シス 
テム の 導入 や 関連 デー タ の 整備 を 進め て いま す 。 























(2) 令 和 3 年 度 の 取組 
令 和 3 年度 は 、 下 記 の と お り ス マー ト 林 業 の 推進 に 向け た 取組 を 実施 し て いま す 。 


ア スマ ー ト 林業 推進 事業 「 森 林 ・ 林 業 I CT 人 材 育成 事業 」 
画 現 状 ・ 課 題 
県 内 に お いて 、 航空 レー ザ 等 に より 効率 的 に 森林 情報 を 把握 ・ 解 析 す る 取組 が 始ま っ 
て お り 、 こ の よう な 先端 技術 に より 得 ら れ た デジ タル デー タ を 森林 管理 に 適切 に 活用 で 
きる 人 材 の 育成 を 図る こと が 急務 と な っ て いま す 。 














令 和 3 年 度 の 取組 
G I 8 等 の 知見 を 有 し 、 航 空 レ ー ザ 計測 や ドロ ー ン 写真 計測 等 に より 得 ら れ た デジ タ 
ル デ ー タ の 適切 な 活用 方 法 を 市 町 村 や 林業 経営 体 に 対し 普及 ・ 指 導 で きる 人 材 を 育成 す 


る た め 、 I ター 育成 研修 会 を 実施 し て いま す 。 


デジ タル デー タ の 取得 オル ソリ 画像 ・3D モ デル の 作成 ・ 活 用 
スマ ー ト 林業 技術 を 適切 に 活用 で きる 人 材 の イメ ー ジ 
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イ 森林 クラ ウド シス テム 整備 事業 
画 現 状 ・ 課 題 
A I i 林業 生産 の 現場 
で 活用 する た め に は 、 森 林 情 報 の 迅速 な 共有 が 可能 と な る シス テム が 必要 で す 。 


令 和 3 年 度 の 取組 天 
間伐 な どの 適切 な 森林 整備 を 進め て いく た め 、 最 新 の 了 
森林 情報 を 関係 者 間 で 共有 で きる 森林 クラ ウド シス テム の / い 森林 情報 

















〆 メ 
アデ 














導入 や 関連 デー タ の 整備 を 実施 し ます 。 共有 ・ 活 用 


Fg @ a 


森林 クラ ウド シス テム の 利用 者 

















ウ 県 有 林 で の スマ ー ト 林業 の 取組 
一 現状 ・ 課 題 
県 有 林 で は 、 期限 到来 事業 区 の 増加 に 伴い 、 売 払い 前 の 立木 調査 面積 を 順次 拡大 し て 
いく 必要 が あり ます が 、 従 来 の 人 力 に よる 毎 木 調 査 だ け で は 、 マ ン パ ワー 的 な 限界 も あ 
り 、 調 査 面積 の 大 幅 な 拡大 は 難し い 状 況 と な っ て いま し た 。 












































画 立 木 調査 へ の 1CT 技 術 の 導入 
こう し た 中 、 大 面積 調査 が 可能 で 比較 的 低 コ スト と され る 「 航 空 レー ザ 計 測 」 を 平成 
30 年 度 か ら 試 行 的 に 導入 し 、 毎 木 調査 と 併用 する こと で 調査 面積 の 拡大 を 図っ て いま す 。 
また 、 職 員 の 現場 業務 の 効率 化 を 図る ため 、 ス マー ト フ ォ ン 端末 を 活用 し た 立木 調査 
の 実証 調査 に も 取り 組ん で いま す 。 
引き 続き 、 現地 に 最適 な 調査 方 法 を 選択 し な が ら 、 効 率 的 に 立木 調査 を 進め て いき ま 
す 。 
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7 令 和 元 年 台風 第 19 号 災 害 か ら の 復旧 の 取組 


令 和 元 年 10 月 に 本 県 付近 を 通過 し た 台風 第 19 号 は 、 沿 岸部 を 中 心 に 、 林 地 荒 廃 な ど 約 48 億 円 
の 林業 関係 被害 を も た らし まし た 。 (農林 水産 関係 被害 合計 : 約 97 億 円 ) 

県 で は 、 荒廃 渓流 等 へ の 災害 関連 緊急 治山 事業 の 導入 や 、 林 道 施設 の 災害 査定 や 復旧 工事 に 係る 
市 町 村 へ の 技術 指導 な ど 、 国 庫 補助 事業 等 を 活用 し た 速やか な 被災 施設 等 の 復旧 を 進め 、 令 和 3 年 
度 未 まで に 、 緊 急 に 対応 が 必要 な 復旧 を 全て 完了 し まし た 。 
































(1) 林地 荒廃 等 の 復旧 
県 で は 、 緊急 的 に 復旧 が 必要 な 荒廃 渓流 等 6 箇所 に お いて 災害 関連 緊急 治山 事業 (国庫 ) を 導入 、 
さら に 、 国 庫 補助 の 基準 に 満た な い 7 箇所 に お いて 県 単独 治山 事業 を 導入 し 、 令 和 3 年 度 未 まで 
に これ ら 全 て の 工事 が 完了 し まし た 。 
また 、 被 災 し た 治山 施設 14 箇所 に つい て は 、 県 単独 災害 復旧 事業 等 を 導入 し 、 令 和 3 年度 末 
まで に 全て の 工事 が 完了 し まし た 。 















































の SE 
さい 





【 大 船渡 市 「 軽 濁 地 区 」】 
(2) 林道 施設 の 復旧 
県 で は 、 市 町 村 へ の 支援 と し て 、 被 炎 直 後 か ら 職 員 を 派遣 し 、 被 害 の 状況 把握 に 努め る と と も 
に 、 国 の 災害 査定 や 復旧 事業 の 進め 方 な どの 技術 的 な 指導 に 取り 組み まし た 。 






































復旧 を 計画 し た 44 路線 79 箇所 に つい て は 、 林 道 災 害 復 旧事 業 (国庫 ) に より 令 和 3 年 度 末 ま 
で に 全て の 工事 が 完了 し まし た 。 











さこ ン 


【 山 田町 林道 「 島 田 線 」】 
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8 志 戸 前 川 地区 直轄 地すべり 防止 事業 の 取組 


(1) 事業 の 目的 

平成 29 年 度 、 宇 石町 志 戸 前 川 地区 に お いて 県 が 実施 し た 調査 に より 、JR 田 沢 湖 線 の 南側 斜 
面 で 滑 動 の 危険 性 の 高い 大 規模 な 地すべり 地 が 確認 され まし た 。 

この た め 、 平 成 30 年 5 月 、 当 該 地 区 の 地すべり 防止 対策 に つい て 幅広 く 意見 を 伺う た め 、 有 
識者 に よる 「 志 戸 前 川 地区 地すべり 防止 事業 化 検討 委員 会 」 (座長 : 岩手 大 学 井 良 沢 教授 ) を 設 
置 し 検討 し た 結果 、 事 業 規模 が 大 きい うえ 工事 に 高度 な 技術 を 必要 と する こと か ら 、 県 で は 林野 
庁 に 対し 直轄 地すべり 防止 事業 の 採択 を 要望 し 、 平 成 31 年 4 月 より 事業 着手 され て いま す 。 



























































(2) 事業 の 概要 
事業 期間 平成 31 年 度 ~ 令 和 10 年 度 (10 年 間 ) 
全体 計画 額 、 5,500, 000 千 円 
主要 工事 計画 排水 トン ネル 工 、 集 水井 工 、 押 え 盛 土工 、 排 土工 ほか 


(3 現在 の 取組 状況 
事業 を 実施 する 林野 庁 東北 森林 管理 局 盛岡 森林 管理 天 で は 、 志 戸 前 川 地 区 直轄 地すべり 防止 
業 対策 検討 委員 会 を 令 和 3 年 度 に 設置 する な ど し 、 地すべり 機構 解析 に 係る 詳細 調査 で 得 ら れ た 
デー タク に 基づき 、 地 域 の 安全 確保 に むけ て 、 効 果 的 か つ 経 済 的 な 事業 の 推進 に 努め て いま す 。 
【 令 和 3 年 度 未 現在 の 施工 実績 】 
谷 止 工 工 基 、 旨 





nl 


TH 


































































。 【 計 画 概要 図 】 











時 業 伊 絵 水路 エ 
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9 森林 公園 の 機能 強化 に 向け た 取組 


(1) 森林 公園 の 状況 
県 で は 、 県 民 の 保健 、 休 養 及び 森林 に 対す る 知識 の 普及 向上 等 を 図る た め 、 森 林 公 園 条例 に 基 
づき 、 森 林 公 園 を 県 内 5 箇所 に 整備 し て きま し た 。 
それ ぞ れ の 森林 公園 の 整備 時 に は 最新 の 展示 機器 等 を 導入 し 、 森 林 環 境 教育 な ど 森 林 ・ 林 業 の 
普及 磨 発 を 進め て きま し た が 、 整備 か ら 一 定 の 期間 が 経過 し た こと な どか ら 施 設 の 修繕 や 見 直し 
が 必要 と な っ て いま す 。 



































(2) 森林 公園 の 機能 強化 に 向け た 検討 
今後 の 森林 公園 の あり 方 ・ 整 備 の 考え 方 等 に つい て 検討 する た め 、 令 和 元 年 度 に 外部 有識者 を 
メン バー と する 森林 公園 リニュ ー ア ル 検 討 委 員 会 を 設置 し 、 委員 会 か ら は 森林 公園 の 価値 を 高め 
る 方 向 性 と し て 、 ゆ バリ アフ リー 化 (障がい 者 等 へ の 対応 )、② 国 際 化 (イン バウ ンド 対応 )、③⑤ 
多様 な 年 齢 層 を 対象 と する 整備 の 3 項目 の 提言 を いた だ きま し た 。 

















(3) 森林 公園 の 機能 強化 に 向け た 整備 
委員 会 か ら の 提言 を 踏ま え 、 令 和 3 年 度 か ら 
① 車 いす や ベビ ー カ ー の 利用 者 等 に 配慮 し た 遊歩 道 の バ リア フリ ー 化 
② 親 子 で 楽し め る 木 育 スペ ー ス の 設置 
③ 来 場 者 の 利便 性 に 配慮 し た 案内 板 の 整 備 
景観 等 に 配慮 し た 支障 木 の 除 去 
な どの 整備 を 進め て いる と ころ で す 。 
森林 公園 が 自然 に 親しめる 場 と し て より 多く の 方 に 利用 され る よう 、 引 き 続 き 、 利 用 者 や や 指 
定 管 理 者 の 声 を 聞き な が ら 、 必 要 な 整備 を 計画 的 に 進め 、 森 林 公 園 の 魅力 向上 を 図っ て いき ます 。 














(4) 車 いす 用 スロ ー プ 
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10 「 い わ て 林業 アカ デミ ー」 の 運営 


県 で は 、 将 来 の 林業 を 担う 優れ た 技術 者 を 養成 する た め 、 林 業 へ の 就業 を 希望 する 若者 が 、 森 林 ・ 


林業 に 関す る 知識 や 技術 を 体系 的 に 習得 する 就業 前 研修 と し て 「 い わ て 林業 アカ デミ ー」 を 平成 29 年 














4 月 に 開講 し 、 今 年 で 5 年 目 を 迎え まし た 。 





(1) いわ て 林業 アカ デミ ー の 概要 
① 研修 期間 1 年 間 ( 令 和 3 年 度 214 日 、1, 490 
時 間 ) 
② 募集 定員 15 名 ( 令 和 3 年 度 第 5 期生 16 名 ) 
③ 受講 対象 者 
次 の 全て を 満た し た も の で ある こと 
ア 40 歳 未満 の 者 で 、 君 手 県 内 で 林業 へ の 就業 
を 希望 する 者 また は 就職 し て いる 者 
イ 高等 学校 卒業 (見 込み も 含む ) また は 同等 
以上 の 学力 を 持っ た 者 
④ 受講 料 118,800 円 (年 額 ) 
⑤ 講 師 県 林業 職員 、 外 部 講師 、 い わ て 林業 
アカ デミ ー ザ ポー トチ ー ム 












































(2) 研修 内 容 
林業 の 現場 で 活躍 で きる 人 材 を 養成 する た め 、 
研修 時 間 の 8 割 ( 約 1, 200 時 間 ) を 実習 に あて て い 
まま ます; 
① 林業 に 関す る 知識 の 習得 
主 に 講義 形式 で 林業 の 基礎 、 造林 ・ 育 林 、 木材 
利用 、 林 業 経営 等 の 講義 を 行い ます 。 
② 林業 技術 の 習得 
造林 ・ 育 林 、 素材 生産 、 調 査 測量 、 路 網 、 安全 
衛生 等 の 実習 を 行い ます 。 
③ 就業 に 必要 な 資格 の 取得 
車両 系 建設 機械 や 高 性 能 林業 機械 な ど 9 種 の 
資格 (詳細 は 次 ペー ジ ) が 取得 可能 で す 。 
④ 就業 体験 (イン ター ンシップ ) ほか 
林業 事業 体 に お ける 就労 体験 を 7 月 、10 月 、 
12 月 の 3 回 、 計 23 日 間 実 施し ます 。 こ の 機会 に 
研修 生 は 自分 に 最も 適し た 就業 先 を 探し ます 。 














































































































の 特徴 や 業務 内 容 な ど を 説明 し て いた だ く [就 
職 説 明 会 」 を 開催 し 、 研 修 生 の 就業 を 支援 し て い 
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また 、 新 規 雇 用 を 求め る 林業 事業 体 か ら 自 社 上 








人 
PJ な 六 直入 


F PO 人 本 
【 令 和 3 年 度 開講 式 第 5 期生 16 名 】 





【 就 職 体験 報告 会 


II トピ ックス 編 


(3) いわ て 林業 アカ デミ ー の 3 つの 特徴 
① 資格 を 取得 し 現場 で 活躍 ! 
安全 に 林業 に 従事 する た め 、 次 の 9 つの 資格 
を 取得 で きま す 。 資格 の 取得 は 、 研修 生 や 雇 用 
者 に と っ て 大 き な 上 魅力 で す 。 
・ 車 両 系 建設 機械 (整地 等 ) 運 転 技能 講習 
・ 不 整地 運搬 車 運転 技能 講習 
・ 小 型 移動 式 ク レーン 運 転 技能 講習 
・ 玉 掛け 技能 講習 
・ 伐 木 等 の 業務 従事 者 特別 教育 
・ 伐 木 等 機械 の 運転 業務 特別 教育 
・ 走 行 集 材 機械 の 運転 業務 特別 教育 
・ 科 易 架 線 集 材 装置 等 の 運転 業務 特別 教育 
・ 刈 払機 取扱 作業 者 の 安全 衛生 教育 
② 多く の 林業 機械 に 触れ られ る ! や 
機械 化 が 進む 林業 で は 、 林 業 機械 の 知識 と 技 
A eR 























































































































の 操作 技術 を 習 で まま 
③ オー ル い わ て で 就業 を サポ ー ンー 

林業 の 専門 的 な 知識 と 技術 を 有する 県 内 林業 骨 生 8 シ 3 
ee 
トチ ー ム 」 が 研修 講師 の 派遣 や 就業 体験 の 受入 
れ な ど を 支援 し て いま す 。 

現場 の プロ ・ 機 械 の プロ か ら 直 接 、 最 新 の 情 
報 や 様々 な アド バイ ス を 得る こと が で きま す 。 












































(4) 次 年 度 研修 生 の 募集 活動 
毎年 、 研 修 生 募集 の ポス ター や パン フレ ッ ト を 作成 ・ 
配布 し て いる ほか 、 高 校生 や や 林業 就業 希望 者 等 を 対象 
と し て 林業 機械 の 操作 体験 や 研修 生 ・ 修 了 生 と の 意見 
交換 を 行う 「 オー プン キャ ン パ ス 」 を 開催 し て いま す 。 
































【 オ ー プ ン キ ャ ン パ ス 】 【 令 和 4 年 度 研修 生 募集 ポス ター】 
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(办 全国 植樹 山 2023 トピ ックス 人 
か 


緑 を つなご うぅ 精 人 T 一 个 上 一 了 0 本 


11 第 73 回 全国 植樹 祭 ( 令 和 5 年 ) の 開催 に 向け た 取組 




















県 で は 、 全 国 植樹 祭 の 開催 に 向け 、 実 行 要 員 会 を 立ち 上 げ 、 令 和 3 年度 は 、 基 本 計画 の 策定 や 公 
式 ホ ー ム ペー ジ を 活用 し た 情報 発信 な ど を 行い 、 準 備 を 進め まし た 。 

引き 続き 令 和 5 年 の 大 会 開催 に 向け 、 準備 を 着実 に 進め る と と も に 、 事 前 イベ ント の 開催 や 様々 
な 媒体 を 活用 し た 広報 な ど を 通じ て 、 開 催 に 向け た 機運 を 積極 的 に 盛り 上 げ て いき ます 。 



































(1) 全国 植樹 祭 の 概要 
ア 目的 等 
・ 全 国 植樹 祭 は 、 豊 か な 国土 の 基盤 で ある 森林 ・ 緑 に 対す る 国民 的 理解 を 深め る た め に 、 毎 年 
春季 に の 
・ 天 皇 皇 后 両 陸 下 の ご 臨席 を 仰ぎ 、 全 国 各 地 か ら 多 数 の 招待 者 を お 迎え し 、 記 念 式典 や 記念 植 
樹 を 実施 。 
・ 岩 手 県 で の 全国 植樹 祭 の 開催 は 、 第 25 回 大 会 以来 、49 年 ぶり 2 回 目 。 
イ 主催 
岩手 県 、( 公 社 ) 国土 緑化 推進 機構 
ウ 開催 時 期 
令 和 5 年 春季 
※ 開 催 日 は 、 令 和 4 年 8 月 に 決定 予定 。 
エ 式典 会 場 
高田 松原 津波 復興 祈念 公園 (陸前 高田 市 ) 
オ 開催 規模 
6 千 人 程度 (スタ ッ フ 、 出 演者 等 を 含む ) 






























































【 式 典 会 場 高田 松原 津波 復興 祈念 公園 】 


(2) 令 和 3 年 度 の 主 な 取組 

ア 基本 計画 の 作成 
基本 計画 は 、 全 国 植樹 祭 の 基本 的 事項 (開催 概要 、 式 典 演出 の 構想 、 会 場 整 備 計 画 等 ) を 定 
め た 計画 で 、 令 和 4 年 1 月 に 策定 し まし た 。 

※ 基本 計画 は 、 令 和 3 年 11 月 に 開設 し た 公式 ホー ムペ ー ジ に 
掲載 し て お り ま す 。 

【 公 式 ホ ー ム ペー ジ 】 
https://syokujusai-iwate2023. jp/about/ 














加 
ロ 


イ お 野立 所 の 設計 
式典 会 場 で 、 天 皇 ・ 和 皇后 両 陸 下 が 御 着 席 す る 
お 野立 所 の デザ イン 及び 設計 を 実施 し まし た 。 














【 お 野立 所 の デザ イン (イメ ー ジ )】 
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ウ 苗木 の スク ー ル ステ イ の 実施 

県 内 の 緑 の 少年 団 や 小 中 学 校 に お いて 全国 植樹 祭 で 植樹 する 苗木 を 育成 する 「 苗 木 の ス クー 
ルス テイ 」 を 30 団体 ・ 学 校 で 実施 し まし た 。 

苗木 スク ー ル ステ イ で は 、 苗木 の 贈呈 と 併せ て 、 岩手 の 森林 に つい て 学ぶ 森林 環境 学習 を 行 
いま し た 。 









































【 苗 木 の 贈呈 】 【 森 林 環 境 学習 】 
エ 大 会 ポス ター の 制作 ・ 配 布 
大 会 の 開催 周知 と 機運 醸成 を 図る た め 、 大 会 ポス ター の 原画 を 募集 し た と ころ 、445 点 四 
応募 が あり 、 専 門 委 員 会 の 審査 を 経て 、 北 上 市 立 黒沢 尻 西 小 学校 3 年 (選考 時 ) の 高橋 蘭 々 
(らん らん ) さん の 作品 が 最 優秀 賞 に 選ば れ ま し た 。 
その 後 、 最 優秀 賞 作品 を 使用 し た 大 会 ポス ター を 制作 し 、 県 









































内 外 に 広く 配布 し まし た 。 


1 










名 
3 
回 






疫 紀 商 回 了 


ツテ 9 ユー イエ > 


a 





5 年 春 岩手 県 で 開催 <023 
っ a ーー 1 





【 表 彰 式 の 様子 】 【 大 会 ポス ター】 


オ 広報 誌 の 制作 
大 会 の 概要 や 準備 状況 を 広く 周知 する た め 、 広 報 誌 「 緑 の か け は し そば っ ち 通 信 」 
(通称 : か け そ ば 通信 ) を 創刊 し まし た 。 
※ か け そ ば 通信 は 、 公 式 ホ ー ム ペー ジ に 掲載 し て お り ま す 。 
! 【 公 式 ホ ー ム ペー ジ 】 
https://syokujusai-iwate2023. jp/program/82 
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(3) 令 和 4 年 度 の 主 な 取組 
ア 実施 計画 の 作成 
大 会 の 式典 演出 や 運営 方 法 な ど 基 本 計画 の 具体 的 事項 を 定め る 実施 計画 を 作成 し ます 。 
イ 式典 会 場 の 整備 及び 装飾 品 の 制作 
式典 会 場 に お 野立 所 を 建築 し ます 。 ま た 、 式 典 に 使用 する 各種 木製 品 (ベン チ 、 プ ラン ター 
カカ バー など) を 制作 し ます 。 
ウ 苗木 の スク ー ル ステ イ の 実施 
令 和 3 年 度 に 引き 続き 、 全 国 植樹 祭 で 植樹 する 苗木 の 一 部 を 、 県 内 の 緑 の 少年 団 や 小 中 学校 
の 協力 を 得 て 育 成 し ま す 。 
エ 第 73 回 全国 植樹 祭 1 年 前 プレ イベ ント の 実施 
大 会 の 周知 や 開催 機運 の 醸成 を 図る た め 、 全 国 植樹 祭 の 開催 1 年 前 の 時 期 に に 、 プ レイ ベン ト 
を 開催 し ます 。 
開催 日 令 和 4 年 7 月 9 日 ( 土 ) 
開催 地 岩手 県 県 民 の 森 (八幡 平 市 
内 容 式典 、 植 樹 、 記 念 ス テー ジイ ベン ト 、 特 産品 の 展示 ・ 販 売 、 森 づく り 活 動 の PR 
オ 木製 地球 儀 リ レー の 実施 
全 県 を 挙げ て 大 会 を 盛り 上 げ る た め 、 全 国 植樹 祭 の シン ボル 「 木 製 地球 儀 」 を 県 内 全市 町 村 





















































ュー ン 























を 巡回 し て 展示 し ます 。 





【 1 年 前 ブレ イベ ント (島根 県 )】 【 木 製 地球 儀 の 展示 (愛知 県 )】 


カ 各種 広報 活動 の 実施 
・ 公 式 ホ ー ム ペー ジ を 活用 し 、 開 催 に 向け た 様々 な 取組 を 発信 し ます 。 
・ 大 会 ポス ター や 、 パ ネル 、 の ぼり な どの 各種 PR 資材 を 活用 し 、 市 町 村 や 各種 団体 と 一 体 と 
な っ た 情報 発信 を 実施 し ます 。 
・ 令 和 3 年 度 に 作成 し た 「 わ ん こき ょ うだ い の 着 ぐる み 」 の ほか 、 新 た に ノベル ティ グッ ズ 等 
を 制作 し 、 県 内 外 の 各種 イベ ント 等 の 機会 を 捉え 大 会 の 開催 を P R し ます 。 

キ 実施 本 部 の 設置 
大 会 を 円 滑 に 運営 する た め 「 第 73 回 全国 植樹 祭 実施 本 部 (仮称 )」 を 設置 し ます 。 
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統計 供 料 編 
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1 岩手 県 の 森林 資源 

〇 令 和 2 年 度 に お ける 本 県 の 森林 面積 は 117 万 5, 465ha で 総 土地 面積 の 779% を 占め 、 こ の うち 
民有 林 は 、78 万 2, 776ha で 全体 の 679%、 国 有 林 は 39 万 2, 689ha で 339% の 割合 と な っ て いる 。 

〇 人 工 林 の 総 面 積 は 48 万 4, 055ha で 、 こ の うち 民有 林 は 32 万 8, 097ha と な っ て お り 、 人 工 林 
総 面積 に 占め る 民有 林 面 積 の 割合 は 68% と な っ て いる 。 

〇 森林 蓄積 は 総数 2 億 5, 124 万 m? で 、 こ の うち 民有 林 は 1 億 9, 124 万 m? と な っ て お り 、 総 鞭 
積 に 占め る 民有 林 蓄 積 の 割合 は 76% と な っ て いる 。 

〇 森林 1ha 当たり の 蓄積 は 、 国 有 林 (林野 庁 所 管 ) 155m*、 民 有 林 244m* と な っ て いる 。 





























岩手 県 の 森林 資源 






民有 林 樹 種別 面積 。 


19% 






国有 林 
392,689ha 
33% 
アカ マツ 
19% 


カラ マツ 
8% 





【 表 -1】 所 有形 態 別 森林 面積 及び 蓄積 ( 令 和 2 年 3 月 末 現 在 ) (单位 :面积 ha、 率 9%、 蓄積 千 m、ha 当たり 蓄積 m) 


































2,453| 392.689 8,78 149.573 633.203 | 782,776 | 1.175,465 
155,.802 1984 100.944 | 227,153 | 328.097 | 484.055 

39.7% 22.6% | 67.5% 41.1% 

60,510 1,746 | 34,306 | 156,933 | 191,239 | 251,236 

154 199 | 229 248 214 




















资料 : 国有 林 は 林業 振興 課 調 べ (林野 庁 所 管 は 平成 31 年 3 月 末 時 点 、 そ の 他所 管 省庁 は 平成 29 年 3 月 未 时 点 
民有 林 は 森林 整備 課 調 べ (岩手 県 森林 計画 実行 調査 ) 

注 : 県 有 林 は 県 行 造林 を 含む 。 

市 町 村 有 林 (一 部 事務 組合 含む ) 、 財 産 区 有 林 は 直営 林 の み 

人 工 林 面 積 に は 未 立木 地 ・ 伐採 跡地 を 含 含ま な い 

四捨五入 の 関係 で 計 が 合わ な い 場 合 が ある 。 

































































【 表 -2】 民 有 林 樹種 別 森林 面積 ( 令 和 2 年 3 月 末 現 在 ) 










782.776 145.265 
(10096) (199%6) 
资料 : 令 和 2 年 度 版 岩手 県 林業 の 指標 

注 : 四捨五入 の 関係 で 計 が 合わ な い 場 合 が ある 










150,410 
(1996) 






386,144 
(4996) 
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2 全国 か ら み た 岩手 県 の 林業 
(1) 森林 資源 
〇 本 県 の 総 土地 面積 約 153 万 ha の うち 、77% を 占め る 約 118 万 ha が 森林 で 、 北 海道 に 次 い 
で 広い 森林 面積 を 有 し て お り 、 全 国 森 林 面 積 の 約 4. 7% を 占め て いる 。 





【 表 -3】 森 林 資 源 の 全国 対比 
















令 和 2 年 全国 都 道 府 県 市 区 町 村 別 面積 調 





37,798 1.528 4.0 (国土 地 理 院 ) 

25.048 1.175 4.7 \ 

7,659 390 5.1 

17,389 783 4.5 

全国 の 数 値 - 
7.916 328 4.1 2020 森林 ・ 林 業 統 計 要 覧 (数 値 は 
) H29.3 末 現 在 ) 
。 ー 岩手 県 の 数 値 

人 MA 令 和 2 年 度 版 岩手 県 林業 の 指標 
5.241.502 251.703 4.8 
1,225,927 60,464 4.9 
4,015,575 191,239 4.7 



















年 度 が 異な る た め 、 全 国対 比 は 参考 数 値 


Im 
『 
a 


可 




















(2) 森林 整備 
〇 本 県 の 民有 林 造 林 面 積 は 増加 傾向 で 推移 し て お り 、 令 和 2 年度 は 993ha と な っ て いる 。 


【 表 一 4】 造 林 の 全国 対比 















818 (4) | 909 (5) | 902 (4) | 939 (4) | 1.085 (3) 
616 (5) | 835 (4) | 832 (4) | 860 (4) | 1,024 (3) 








資料 : R1 : 2021 森林 ・ 林 業 統計 要覧 、R2 : 森林 整備 課 
注  : 造林 面積 に は 国有 林 を 含ま な い (民有 林 、 森 林 研 究 ・ 整 備 機構 (管理 面積 ) の 合計 ) 
民有 林 造 林 に は 森林 研究 ・ 整 備 機構 (管理 面積 ) を 含ま な い 


















































9 上 





〇 本 県 の 民有 林間 伐 面積 は 東日本 大 震 災 津波 以降 減少 傾向 で あり 、 令 和 2 年 度 は 約 4 千 ha と 
な っ て いる 。 


【 表 一 5】 間 伐 の 全国 対比 








資料 : 岩手 県 の 数 値 は 森林 整備 課 、 全 国 の 数 値 は 2021 森林 ・ 林 業 統 計 要 覧 
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(3) 林産 物 ・ 特 用 林産 物 
〇 本 県 の 令 和 3 年 の 素材 生産 量 は 1, 355 千 m* で 全国 第 3 位 の 生産 量 で あり 、 その 内 訳 は 、 針 
葉 樹 が 1, 112 千 T (全国 第 3 位 ) 、 広葉樹 が 243 千 寺 ( 同 2 位 ) と な っ て お り 、 広 葉 樹 の 占め 
る 割合 (18%) が 全国 (9 %) に 比べ 高く な っ て いる 。 
〇 令 和 2 年 の 特 用 林産 物 の し いた け 生 産 量 は 、 載 しいたけ 120t (全国 第 4 位 、 同 1 位 は 大 分 
県 916t)、 生 し いた け 4, 734t ( 同 3 位 、 同 1 位 は 徳島 県 7,912t) と な っ て いる 。 
〇 令 和 2 年 の 木炭 生産 量 は 2, 118t (全国 第 1 位 ) と な っ て いる 。 











【 表 一 6】 素 材 生産 量 の 全国 対比 
























1.519 (3) | 1.355 (3) 






北海 道 


1.258 (3) | 1.489 (3) | 1.514 (3) (2.850) 


ーー 北海 道 
(-) 18.037 (2.314) 


ーー 北海 道 
(-) 1.845 (536) 


947 (3) | 1,208 (3) 





1,238 (3) 





1,238 (3) 





1,112 (3) 










311(2)| 281(2)| 276(2)| 281(2)| 243 (2) 




















資料 : 令 和 2 年 木材 統計 


【 表 一 7】 特 用 林産 物 の 全国 対比 









2.302 大 分 県 


201 (5) 86 (6) 89(⑥) | 119⑤)| 111 6⑤) | 120 (4) 


6935 (2) | 4827 (3) | 4452 (3) | 4.195 (3) | 4254 (3) | 4.734 (3) | 702a0| 千島 県 


量 3,735 (1) 


資料 : 令 和 2 年 特 用 林産 基礎 資料 
注 : 木炭 は 、 黒 炭 、 白 炭 の 合計 値 





3.317 (1) | 3.014 (1) | 2.682 (1) | 2.385 (1) | 2.118 (1) 7.807 岩手 県 





















































(4) 林道 整備 
〇 本 県 の 令 和 元 年 度 末 の 林道 延長 は 5, 919 km (全国 第 4 位 ) で あり 、 そ の 内 
道 が 2, 378 km (40%) 、 民 有 林 林道 が 3, 541 km (60%) と な っ て いる 。 


叩 


訳 は 、 国 有 林 林 





【 表 一 8】 林 道 網 の 全国 対比 ( 令 和 2 年 3 月 末 現 在 ) 

























北海 道 
139.649 5.919 (4) (23.868) 
北海 道 に 
46,195 2.378 (4) (16.376) 2021 森林 ・ 林 業 統計 要覧 
北海 道 
93.484 3.541 (5) (7 492) 














注 : 全国 対比 の 関係 で 、 対 比 可 能 な 最新 資料 を 使用 
民有 林 林 道 の 延 長 は 、 市 町 村 道 へ の 移管 等 を 除い た 既設 林道 の 延 ] 
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(5) 林業 経営 体 
〇 本 県 の 林業 経営 体 数 は 約 1 千 7 百 経営 体 で 全国 第 3 位 で あり 、 全 国 第 1 位 は 北海 道 の 約 4 
千 5 百 経営 体 と な っ て いる 。 

















【 表 一 9】 林 業 経営 体 の 全国 対比 









北海 道 
(4.565) 





1.728 (3) 2020 農林 業 セ ン サ ス 














注 : 全国 対比 の 関係 で 、 対 比 可 能 な 最新 資料 を 使用 





(6) 林業 労働 カ 

〇 本 県 の 林業 就業 者 数 は 約 3 千 1 百人 で 全国 第 4 位 で あり 、 全 国 第 1 位 は 北海 道 の 約 6 千 7 
百人 と な っ て いる 。 

〇 また 、 岩 手 県 が 独自 に 行っ て いる 林業 労働 力 実態 調査 で は 、 令 和 2 年 度 の 林業 従事 者 数 は 
1, 741 人 と な っ て お り 、 減 少 傾向 に ある 。 











【 表 一 10】 林 業 労 働 力 の 全国 対比 











北海 道 。 | 平成 27 年 国勢 調査 





(6,725) 
北海 道 办 
(1.996) 2020 農林 業 セ ン サ ス 
国対 比 の 関係 で 、 対 比 可 能 な 最新 資料 を 使用 











【 表 一 11】 林 業 従事 者 数 (年 間 従事 日 数 60 日 以 上 ) __ (単位 : 人 ) 

















資料 : 森林 整備 課 (林業 労働 実態 調査 
注 : 未 回 答 項 目 が ある た め 、 内 訳 の 合計 と 総数 が 合わ な い 場合 が ある 。 
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(7) 林業 産出 額 
〇 本 県 の 令 和 2 年 の 林業 産出 額 は 、 約 178 億 円 で 全国 第 5 位 と な っ て いる 。 
〇 部 門別 の 産出 額 は 、 木 材 生産 が 131 億 円 (全国 第 3 位 )、 栽 培 き の こ 類 生産 が 39 億 円 ( 同 
17 位 )、 新 万 が 5 億 円 ( 同 3 位 )、 そ の 他 (まつ た け 等 ) が 3 億 円 ( 同 2 位 ) と な っ て いる 。 
【 表 一 12】 林 業 産出 額 の 全国 対比 






















2.103 (5) 


生 山名 2.015 (5) 
注 : 農林 水産 統計 (林業 産出 額 ) 


1.973 (5) 
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(8) 全国 に お ける 岩手 県 の 位置 
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(9) 東北 に お ける 岩手 県 の 位置 
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H3 年 9 月 森 
・ 林 業 統 計 要 覧 
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岩 災 前 ・ 本 人 


R2/H22 
(R1/H22) 
森林 ・ 林 業 統計 要覧 、 農 
2,015 1.973 1.968 1.925 1.782 859 
林 水 産 統計 (R2) 
森林 ・ 林 業 統計 要覧 、 農 
1,420 1,471 1,492 1,493 1,307 101% 
林 水 産 統計 (R2) 
1,474 1,489 1,514 1.519 1.355 108%| 木 材 統計 
0 








人 1 | 際 林 林業 統計 要覧 、 
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県 産 木材 利用 推進 キャ ッ チ フレ ー ズ 


木 で 感じ る ほっ と いわ て 
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岩手 県 農林 水産 部 
〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 


TEL 019-629-5775 FAX 019-629-5779 
令 和 4 年 4 月 林業 振興 課 
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